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はじめに 
 

都市の基盤ともいえる小金井市の公共下水道事業は、昭和 44(1969)年に着手して以来 17 年を

かけ、昭和 61(1986)年 3 月に整備が完了し、昭和 62(1987)年には普及率 100％を達成しました。 

この当時の大事業は、市民の皆様のご協力と市職員の努力によって大過なく克服してまいりま

した。その後、公共下水道事業は維持管理の時代へと推移しました。 

市では、下水道事業のマスタープランとして平成 23(2011)年 3月に「小金井市公共下水道プラ

ン」を策定し、計画的かつ総合的に事業を推進してきました。 

市域の 85％の下水道を合流式排出方式としている当市では、かつて降雨時に多くの雨水が処理

場に向かい、処理場で処理してしまうことによる湧水の減少とそれに伴う河川の水位の低下が問

題となりました。湧水の復活と豊かな自然環境の実現・維持のため、当市では特に雨水浸透施設

の設置に力を入れ、市民や設置業者の皆様の多大なご理解とご協力により、新築ではほとんどす

べての建物に雨水浸透施設を設置して頂いており、雨水浸透施設の市内設置率は、全国に誇れる

数値となっています。 

現在、当初布設した管路施設が供用開始後 50年を迎えており、今後施設更新に係る維持管理費

の増大が見込まれ、さらに人口減少による下水道使用料の減少も想定されます。令和 2(2020)年度

に地方公営企業法の財務規定を適用し、官庁会計から公営企業会計に移行したことに伴い、これ

らを踏まえた経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図る必要があります。 

また、近年の世界的な異常気象による降雨災害は、年々激甚化、局所化し、これまでに経験し

たことのない規模の水害が頻繁に発生する状況となっており、市民生活を守るためにも、強靭な

まちづくりに取り組む必要があります。 

こうした時代情勢や社会的要請の変化を踏まえ、次期下水道総合計画として、「より安全で安心

なまちづくり」「より良好な水環境づくり」「持続可能な事業づくり」の 3 つの基本方針を持って

令和 22(2041)年度までの小金井市の下水道事業の方向性と各種の施策を盛り込んだプランを策定

いたしました。 

本計画の基本理念『未来に繋げる水環境（守ります みんなを守った下水道）』のとおり、市民

が安心して快適な生活を営めるよう、良好な生活環境の維持及び公共用水域の水質保全を図り、

清らかな湧水と豊かな緑に恵まれた小金井市を未来へと繋いでまいりたいと思いますので、市民

の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 小金井市長 
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第1章 総合計画の概要 

 

1.1. 策定の目的 

 

本市では、市民の生活環境の向上と公共用水域の水質保全を主な目的に、昭和 44(1969)年

7 月に下水道事業に着手後、18 年の歳月をかけ整備を進め、昭和 62(1987)年 4 月に市内全域

で水洗化が可能となりました。 

平成 22(2010)年度に計画期間を 20年とする「小金井市公共下水道プラン」を策定し、下水

道事業における基本的な方針や目指すべき将来の方向性を示しました。小金井市公共下水道

プランの策定から 10年が経過し、その間、社会情勢や下水道事業を取り巻く環境は大きく変

化しました。東日本大震災や近年多発する局地的大雨等の自然災害の教訓から、下水道施設

の耐震化を含めた危機管理対策強化の必要性が高まっています。さらに、年々増加する老朽

化施設への対応も急務となっています。一方、人口減少等に伴う下水道使用料収入の減少や、

職員数の減少による執行体制の脆弱化が見込まれています。 

今後も厳しさを増す経営環境の中、将来にわたって安定した下水道サービスを持続的に提

供していくために、下水道全体を総合的に捉え、計画的かつ効率的に施策を実施する必要が

あります。 

国でも、こうした各自治体が抱える課題を踏まえ、「新下水道ビジョン」(平成 26(2014)年)

が策定され、今後の下水道事業が取り組むべき施策等が示されました。 

このような背景のもと、今後の下水道事業における目指すべき方向性を明らかにし、長期

的に取り組むべき経営課題に対する施策等を示すため、「小金井市下水道総合計画」を策定す

るものです。 
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1.2. 計画の位置付け 

 

本計画は、国土交通省の「新下水道ビジョン」(平成 26(2014)年)の趣旨を踏まえると共に、

上位計画である「第 5次小金井市基本構想」等の各種計画との整合も図っています。また、そ

の実効性を確保するため、社会情勢の変化に柔軟に対応しながら、下水道事業の基本的な方

針や施策を総合的・計画的に推進するための基本計画として位置付けられます(図 1-1)。 

 

 

図 1-1 計画の位置付け 
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1.3. 計画期間 

 

本計画(「下水道総合計画」)は、上位計画である「第 5次小金井市基本構想」の計画期間に

合わせて、令和 12(2030)年度を目標年とします。計画全体は概ね 20年間を計画期間とし、短

期間で実現可能な施策をまとめた短期計画(令和 8(2026)年度まで)、目標年の令和 12(2030)

年度までの施策をまとめた中期計画、短期・中期計画の施策を踏まえ、今後取り組むべき施策

をまとめた長期計画(令和 22(2040)年度まで)の 3 段階とします(図 1-2)。 

各計画の終了時に振返りを行い、必要に応じて見直しを実施し、PDCA サイクルによる継続

的改善を確保します。 

 

 

図 1-2 計画の策定期間 
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【小金井市公共下水道の基本理念】 

『未来に繋げる水環境(守りますみんなを守った下水道)』 

小金井市の下水道は、みなさまの市民生活を守り快適な環境づくりに貢献しています。 

この重要な施設を、未来に繋げるため、みなさまと共に守り続けます。 

第2章 基本理念と基本方針 
 

2.1. 下水道事業の基本理念 

 

本市公共下水道は、昭和 44(1969)年度に事業を着手し、昭和 62(1987)年度には整備普及が

概成しました。その後、建設から維持管理の時代へ移行する中で、健全な事業経営をテーマに

取り組んできました。 

下水道は、生活環境の改善や浸水の防除、公共用水域の水質保全等、市民生活や社会活動を

送る上で欠かせない都市施設として重要な役割を担っています。近年では、社会情勢や下水

道事業を取り巻く環境が変化する中で、大規模災害の発生リスクの増大や下水道の新しい役

割への対応が求められています。また、限られた経営資源を最大限活用して、より安全・安心

な暮らしの実現や快適な生活環境の形成、良好な事業運営の継続を図ることが重要です。 

本計画では、これらの下水道事業に関わる背景を踏まえて、平成 22(2010)年度に策定した

「小金井市公共下水道プラン」に基づく各種取組の継続的な対応、新規に追加して実施する

取組の円滑な実施を図るため、「小金井市公共下水道プラン」の基本理念を継承することとし

ました。 
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2.2. 下水道事業の基本方針 

 

本計画では、先に示した基本理念に基づき、本市の下水道事業が目指す方向として、下記の

3 つの基本方針を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念に基づくこれらの 3つの基本方針のもとに、下水道事業を展開していきます。 

 

（1） 基本方針① より安全で安心なまちづくり 

下水道は市民の生命や財産を守る重要なライフラインであり、下水道施設の老朽化に

より機能が低下したり、都市型水害や大規模地震の発生により機能が停止したりすると、

市民生活や都市機能に重大な影響を及ぼします。 

本市の下水道は、これらの問題に取り組み、下水道の持つ機能・役割を最大限に活か

して、既存施設の効率的・効果的な改善に取り組み、安全で安心なまちづくりに貢献し

ます。 

 

 主要施策 

① ストックマネジメント計画に基づく下水道施設の適切な維持管理 

② 下水道施設の耐震化 

③ 効率的・効果的な雨水対策の推進 

 

（2） 基本方針② より良好な水環境づくり 

下水道の普及促進に努めてきた結果、市内の水環境だけでなく、野川等の放流先河川

や東京湾の水質保全にも大きく貢献してきました。今後も良好な水環境の保全のため、

SDGsの達成に向けた取組を推進し、流域全体の良好な水環境づくりに貢献します。 

 

 主要施策 

① 水環境の保全 

② SDGsの達成に向けた取組の推進 

  

① より安全で安心なまちづくり 

② より良好な水環境づくり 

③ 持続可能な事業づくり 

(既存施設の機能を効率的・効果的に改善し、安全で安心な

まちづくりに貢献します。) 

する) 

(環境負荷の軽減により良好な水環境づくりに貢献しま

す。) 

(市民や事業者の皆様との協働により、経営基盤や執行体制

を強化して良好な事業運営が継続できるようにします。) 
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（3） 基本方針③ 持続可能な事業づくり 

下水道施設の老朽化対策による事業費が増加する一方で、人口減少による使用料収入

の減少が見込まれています。従来通りの事業運営では持続的な事業の執行が困難になり

つつあり、安定した下水道経営を継続するための取組が求められます。 

本市の下水道は、中長期的な視点を持って、公営企業会計の運用等により、計画的・

効率的な事業運営を図ります。 

また、これまで下水道は市が主体となって整備を進めてきたこともあり、市民の下水

道への関心が薄れつつあります。そのため、広く市民にも下水道の存在意義を認めて頂

き、主体的に関わる機会を創出する必要があります。本市の下水道は、市民への情報発

信等により、下水道への理解を促進しながら、WEB や SNS 等を活用した啓発活動に取り組

みます。 

 

 主要施策 

① 経営の健全化 

② 執行体制の確保 

③ 市民との情報共有・協働の推進 
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第3章 下水道事業の現状と課題 

 

3.1. 下水道事業の概要 

3.1.1. 下水道事業の沿革 

 

本市の下水道事業は、昭和 44(1969)年に多摩川流域野川処理区に属する三鷹西部第 1 処理

分区 177.20ha について下水道法による事業認可を得て着手し、昭和 48(1973)年に小金井仙

川、三鷹西部第 2 及び調布第 4 処理分区 637.93ha と北多摩一号処理区に属する小平南部他 9

処理分区 232.63haを追加しました。 

その後、昭和 50(1975)年に調布第 4 処理分区のうち、野川沿岸部 87.51ha の排除方式を当

初の合流式から分流式に変更し、昭和 54(1979)年には荒川右岸東京流域荒川右岸処理区関連

(分流式)の 1 処理区 1 排水区 84.24ha を加え、本市行政面積の全域を事業認可区域として事

業をほぼ完了しました。現在では、事業計画面積 1,133ha 全域の整備が完了しており、事業

計画面積に対する整備率は 100.0%となっています。 

本市の下水道事業の主な沿革を以下に示します(表 3-1)。 

 

表 3-1 下水道事業の沿革 

年月 沿革 

昭和 44(1969)年 7 月 
多摩川流域野川処理区 177.20ha を都市計画決定し､下水道法事業認可を

取得し事業に着手 

昭和 44(1969)年 12 月 小金井市下水道条例を制定 

昭和 47(1972)年 4 月 小金井都市計画下水道事業受益者負担に関する条例を制定 

昭和 47(1972)年 4 月 
全市域を計画的に整備する内容の｢小金井市下水道事業整備 9 ヶ年計画

(年次)｣を策定 

昭和 48(1973)年 3 月 
多摩川流域野川処理区 637.93ha を追加 

多摩川流域北多摩一号処理区 232.63ha を追加 

昭和 54(1979)年 6 月 
荒川右岸東京流域荒川右岸処理区 84.24ha を加え､事業区域を市内全域に

拡大 

昭和 50(1975)年代 管路施設を集中的に整備 

昭和 56(1981)年 9 月 公共下水道が市内全域に普及 

昭和 62(1987)年 4 月 市内全域で水洗化が可能 

平成 10(1998)年 2 月 行政面積の変更に伴い､排水面積を 1,135ha から 1,133ha に変更 

平成 26(2014)年 3 月 合流式下水道緊急改善事業(野川処理区､北多摩一号処理区)が完了 

令和 2(2020)年 4 月 公営企業会計へ移行 
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3.1.2. 汚水処理の現状 

 

（1） 汚水処理の概要 

本市の公共下水道事業の計画面積は 1,133ha であり、昭和 44(1969)年度から事業に着

手し、昭和 62(1987)年度に市内全域で水洗化が可能となりました。本市の下水道は合流

式と分流式の両方で下水を排水しており、東京都流域下水道幹線(管轄：東京都流域下水

道本部)へ汚水を排水しています。 

汚水処理区域は本市の地形特性を考慮して、3 つの処理区に分かれています。玉川上水

より北側(荒川右岸処理区)の汚水は、清瀬市にある「清瀬水再生センター」で処理され、

柳瀬川に放流されています。市域の西側約四分の一(北多摩一号処理区)の汚水は、府中

市にある「北多摩 1 号水再生センター」で処理され、多摩川に放流されています。市内中

心部を含む大部分(野川処理区)の汚水は、大田区にある「森ケ崎水再生センター」で処理

され、東京湾へ放流されています(図 3-1、図 3-2、表 3-2)。 

 

 

図 3-1 下水道処理区図 

出典：「小金井市公共下水道事業計画一般図」(令和 2(2020)年度)に加筆 

 

 

清瀬水再生センター 

森ケ崎水再生センター 北多摩 1 号水再生センター 

分流式 

合流式 

合流式 

分流式 

合流式 



 

 

9 

 

図 3-2 各処理場の位置 

 

表 3-2 送水先の概要 

処理区名 供用開始 排除方式 面積(ha) 送水先 

野川処理区 昭和 48 年 6 月 

分流式 87.51 森ケ崎水再生センター 

(多摩川流域野川処理区関連) 合流式 728.62 

計 816.13  

北多摩一号 

処理区 
昭和 50 年 8 月 合流式 232.63 

北多摩 1 号水再生センター 

(多摩川流域北多摩 1 号処理区

関連) 

荒川右岸 

処理区 
昭和 62 年 4 月 分流式 84.24 

清瀬水再生センター 

(荒川右岸東京流域荒川右岸処

理区関連) 

合計 

分流式 171.75  

合流式 961.25  

計 1,133.00  

出典：市資料により整理 
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（2） 処理人口 

市内全域で汚水処理を行っているため、処理人口は行政人口と等しく、令和 3(2021)年

度末には 124,539 人に達し、下水道人口普及率は 100.0%となっています(図 3-3)。 

 

 

図 3-3 処理人口と普及率の推移 

出典：「小金井市決算統計」により整理 

 

（3） 処理水量 

処理水量は、水需要の変化や処理人口の変動に伴い増減しており、年間の処理水量は

約 1,600～1,950 万 m3で推移しています。そのうちの約 500～750 万 m3を雨水が占めてい

ます。有収水量(下水道使用料の対象となる水量のこと)は平成 25(2013)年度に一時的な

減少が見られましたが、概ね横ばい傾向が続いています(図 3-4)。 

 

 

図 3-4 年間処理水量の推移 

出典：「小金井市決算統計」により整理 
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3.1.3. 雨水排水の現状 

 

本市では、行政面積 1,133ha のうち約 84.8%(961.25ha)を合流式下水道、残り約

15.2%(171.75ha)を分流式下水道(雨水)で整備し、雨水を排水しています。 

排水区は 2つあり、野川に排水する区域と石神井川に排水する区域に分かれています。 

流出係数は、各処理分区の用途地域別面積をもとに設定しています。計画降雨強度は、東京

都全域のものと同じ 50mm/h(4年確率)を用いています(表 3-3)。 

 

 

表 3-3 処理分区別の概要 

処理区名 処理分区･排水区名 
面積 

(ha) 
排除方式 流出係数 計画降雨 

野川 

処理区 

小金井中央処理分区 194.52 合流式 0.55 

50.0  

mm/h 

小金井仙川処理分区 376.53 合流式 0.50～0.55 

三鷹西部第 1 処理分区 21.69 合流式 0.50 

三鷹西部第 5-1 処理分区 32.26 合流式 0.50 

三鷹西部第 5-2 処理分区 17.20 合流式 0.50 

三鷹西部第 5-3 処理分区 87.51 
分流式 

(野川排水区) 
0.50 

三鷹西部第 5-4 処理分区 86.42 合流式 0.50 

計 816.13   

北多摩 1 号 

処理区 

小平上水南処理分区 17.88 合流式 0.45 

小平南部処理分区 31.02 合流式 0.45 

小金井貫井第 1-1 処理分区 17.31 合流式 0.50 

小金井貫井第 1-2 処理分区 39.15 合流式 0.50 

小金井貫井第 2 処理分区 30.27 合流式 0.50 

小金井貫井第 3 処理分区 22.81 合流式 0.50 

国分寺第 11 処理分区 16.34 合流式 0.45 

小金井貫井第 4 処理分区 26.62 合流式 0.45 

府中北多摩 1 号処理区 8.76 合流式 0.45 

小金井貫井第 5 処理分区 17.22 合流式 0.45 

府中北多摩 1 号第 8 処理区 5.25 合流式 0.45 

計 232.63   

荒川右岸 

処理区 

小金井荒川処理区 84.24 
分流式 

(石神井川排水区) 
0.45 

計 84.24   

合計 1,133.0    

出典：「小金井市公共下水道事業計画(令和 2(2020)年度)」により整理 
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– 

 

  

◆コラム【下水道の仕組み】 
 

下水処理場(水再生センター)  

・下水道管で集められた下水は下水処理場で処理されることで、きれいな水に生まれ変わり、 

川や海に放流されます。 

・放流されたきれいな水は川や海から蒸発して雲になり、上空で冷やされて雨になり、川を流

れ、再び私たちのところに戻ってきます。 

 

家庭・オフィス等 

汚泥(汚泥処理施設へ) 

最終沈殿池 反応槽 消毒施設 沈砂池 最初沈殿池 

下水処理場(水再生センター) 

ここでは、下水に含

まれている大きな

ゴミや砂等を沈殿

させて取り除きま

す。 

沈砂池で大きなゴミ

が取り除かれた下水

は、この池でゆっく

りと流れる間に小さ

なゴミや細かな汚れ

を取り除きます。 

この槽では水の汚

れを食べる微生物

を含んだ活性汚泥

に空気を送り込み

汚れをきれいにし

ます。 

きれいにした水と活

性汚泥を分けるた

め、水をゆっくりと

流し、活性汚泥を沈

めます。 

最終沈殿池の上

澄み水を塩素等

で消毒・滅菌し

安全性を確保し

ます。 

川や海への放流 

下水処理場で処理された水は、川や

海に放流されます。 

ご家庭やオフィス等で使われた汚れた水は下水道管を通じて下水処理場に集められ、適

切に処理された後、河川や海に放流されます。 
 

下水道管 
・汚れた水や地上に降った雨水は下水道管で集められて、下水処理場や河川・海に運ばれ

ます。 

・下水道管には太い下水道管(幹線)と細い下水道管(枝線)があり、家庭やオフィスから排

出された下水は枝線から幹線に集められます。 
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3.2. 下水道事業の現状と課題 

3.2.1. 合流式下水道の改善 

 

（1） 現状 

本市では、行政面積 1,133ha のうち約 84.8%(961.25ha)は汚水と雨水を同じ管路で排水

する合流式下水道で整備されています。(コラム「合流式下水道と分流式下水道」参照)こ

の合流式下水道は、雨天時に汚水が公共用水域に流出してしまう場合があることから、

公共用水域の水質を保全するための対策を行う必要があります。 

このため、東京都は、合流式下水道で整備された野川処理区、北多摩一号処理区、北多

摩二号処理区の 3 処理区において、平成 25(2013)年度に緊急合流改善計画を策定しまし

た。本市では、この計画に基づく合流式下水道緊急改善事業として、汚濁負荷量の削減、

公衆衛生上の安全確保、きょう雑物の削減を達成するため、合流式下水道の改善に向けた

雨水吐口対策等を実施してきました。 

 

 

 

 

 

  

分類 分流式下水道 合流式下水道 

イメージ 

 

 

方式 汚水と雨水を分けて流下・排水する方式 汚水と雨水を併せて流下・排水する方式 

環境配慮 

雨天時に汚水を公共用水域に放流するこ

とがないため、水質汚濁防止上有利とな

る。 

雨天時に流下流量が一定量以上になる

と、超過した汚水・雨水が河川等に放流

されるため、水質汚濁防止上不利とな

る。 

費用 
汚水管と雨水管を別々に整備するため、

合流式と比較すると割高。 

汚水管と雨水管を同時に整備するため、

分流式と比較すると割安。 

小金井市の 

採用状況 

市内の一部地域で採用されている。 市内の大部分の地域で採用されている。 

◆コラム【合流式下水道と分流式下水道】 
 

下水道管の処理方式には「分流式下水道」と「合流式下水道」の 2つの種類があります。 
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① 汚濁負荷量の削減 

雨水浸透ますや浸透トレンチの積極的な設置推進により、雨水の下水道管への取り込み

量を削減し、雨天時の放流汚水量を削減できており、目標とする「汚濁負荷量の流出削減」

を達成しています(表 3-4)。 

 

表 3-4 汚濁負荷量の流出削減の達成状況 

処理区 

BOD 年間平均放流水質 

評価 
目標値 

達成状況 

(平成 25 年度) 

野川処理区 
40mg/L 以下 

26.0mg/L 〇 

北多摩一号処理区 19.3mg/L 〇 

出典：市資料により整理 

 

 

② 放流回数の低減 

雨水浸透施設の整備により、未処理下水の野川への放流回数を低減できており、目標と

する「放流回数の半減」を達成しています(表 3-5)。 

 

表 3-5 放流回数の低減の達成状況 

項目 
対策前 

(未対策の状態) 
目標 

達成状況 

(平成 25 年度) 
評価 

放流回数(回/年) 45 放流回数の半減 19 
〇 

(半減以下を達成) 

出典：市資料により整理 
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③ スクリーン等のきょう雑物除去装置の設置 

平成 22(2010)年度までに、7か所の雨水吐き室へのスクリーン等の設置が全て完了して

おり、目標とする「きょう雑物の削減」を達成しています(表 3-6、表 3-7、図 3-5)。 

 

表 3-6 きょう雑物の削減の達成状況 

処理区 

雨水吐き室へのスクリーン施設設置箇所数(か所) 

評価 対策前 

(未対策の状態) 
目標値 

達成状況 

(平成 25 年度) 

野川処理区 0 7 7 〇 

出典：市資料により整理 

 

表 3-7 きょう雑物除去装置の設置 

名称 位置 施設概要 設置年度 

No.5 東町 1 丁目 1 番地先 無動力式スクリーン 平成 19 年度 

No.6 前原町 5 丁目 16 番地先 無動力式スクリーン 平成 19 年度 

No.1 中町 4 丁目 5 番地先 動力式スクリーン 平成 20 年度 

No.4 東町 5 丁目 2 番地先 動力式スクリーン 平成 20 年度 

No.3 前原町 1 丁目 4 番地先 動力式スクリーン 平成 21 年度 

No.7 中町 1 丁目 14 番地先 水面制御装置 平成 21 年度 

No.2 中町 4 丁目 7 番地先 水面制御装置 平成 22 年度 

出典：市資料により整理 

 

（2） 課題 

① 今後、水質改善効果を保つために放流水質や放流回数、きょう雑物除去装置の稼働状況

について、定期的なモニタリングを継続する必要があります。 

 

   

無動力式スクリーン 動力式スクリーン 水面制御装置 

図 3-5 雨水吐き室へのスクリーン等 
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3.2.2. 地震対策 

 

（1） 現状 

本市の下水道管路の総延長約 293km の内、約 56.8km を重要な幹線等として位置付け、

耐震性能を強化する計画としています。しかしながら、本市の公共下水道は地震対策に関

わる指針等が定められる前に大半の施設の整備が完了しており、耐震設計が実施されてい

なかったため、まずは耐震性能の診断を行い、性能を満足しない施設については耐震化を

進めています。 

ハード面では、「小金井市下水道総合地震対策計画」に基づき、主要な緊急輸送道路内

の埋設管路の耐震化、避難所施設へのマンホールトイレの設置等、計画的な整備を進め

ています(図 3-6)。 

ソフト面では、小金井市地域防災計画や下水道 BCP に基づいて、速やかな復旧活動が行

われるよう検討が行われています。 

 

① 管路施設の耐震化 

「小金井市下水道総合地震対策計画」に基づき、一時避難場所で指定避難所となってい

る防災拠点の内、3 か所からの排水を受ける管路施設は、管きょとマンホールの接続部の

可とう化を行い、38 か所の耐震化が完了しました。また、小金井第三小学校からの排水を

受ける管路の内、4 基のマンホールについて浮上抑制対策が完了しました。 

また、重要な幹線等の中で緊急的対策が必要と位置付けられた管路施設について、耐震

診断を行いました。その結果、管きょとマンホールの接続部については、223 か所(約 3.3

㎞)全てで耐震性能が十分であることを確認しています。さらに避難所施設のマンホール

トイレから排水を受ける管路については、約 5.7㎞の管本体で耐震性能が十分であること

が確認されました。 

これにより重要な幹線等の内、令和元(2019)年までに約 30%の約 17.3kmで耐震化が完了

しています(表 3-8)。 

 

表 3-8 総合地震対策計画に基づく耐震化事業実施状況 

総合地震 

対策計画 
目標 

対象 

数量 

対象外または 

耐震性能有 

耐震性能不足 

(要対策) 

耐震化 

工事 
達成率 

第一期 
(H23～H26) 

①マンホールの浮上抑制対策(基) 31 27 4 4 100% 

②管きょとマンホールの接続部の 

可とう化(か所) 
164 126 38 38 100% 

第二期 
(H27～R1) 

管きょとマンホールの接続部の 

可とう化(か所) 
223 223 0 ― ― 

出典：「小金井市下水道総合地震対策計画(第三期)計画説明書(R2.3)」により整理 
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図 3-6 総合的な地震対策の推進のイメージ 
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② 指定避難所へのマンホールトイレの設置 

マンホールトイレとは、下水道管路にあるマンホールの上に簡易な便座やテントを設け、

災害時において迅速にトイレ機能を確保するものです(図 3-7、図 3-8)。本市では、避難所

となる小中学校の 14施設を対象としてマンホールトイレの設置を推進しています。 

 

 

図 3-7 マンホールトイレの構造イメージ 

 

出典：国土交通省ＨＰ 災害時に使えるトイレ 

 

図 3-8 マンホールトイレ写真 

 

③ 業務継続計画(BCP)の策定 

地震等により下水道施設に被害が生じた際、被害を最小限に抑制し、速やかな復旧を可

能とするため、小金井市地域防災計画や小金井市業務継続計画 地震編(全庁 BCP)等に基

づき、平成 27(2015)年度に「小金井市下水道事業 業務継続計画(地震編)(第 1版)」を策

定しました。その後、下水道 BCPに関する最新の知見や改善項目を踏まえて平成 30(2018)

年度には第 2版を策定しました。 

また、近年頻発する豪雨や台風等により下水道施設が被災する事例が発生していること

から、対象災害に水害を加え、令和 3(2021)年度には「小金井市下水道事業 業務継続計

画(地震・水害編)(第 1版)」を策定しました。 

  



 

 

19 

④ 災害時協定の締結 

地震等の災害により本市の管路施設が被災した際、速やかに復旧を図るため、下水道法

第 15条の 2(災害時維持修繕協定の締結)の規定に基づき、東京都下水道局、多摩地域の市

町村、公益財団法人東京都都市づくり公社及び下水道メンテナンス協同組合とで「多摩地

域における下水道管路施設の災害復旧支援に関する協定」を平成 29(2017)年 3月に締結し

ました。 

 

（2） 課題 

① 国では重要な下水道施設の耐震化を図る「防災」、被災を想定して被害の最小化を図る

「減災」を組合せた総合的な地震対策を推進しており、国や東京都と協議しながら、下

水道総合地震対策事業を進めていく必要があります。 

② 全ての重要施設の耐震化を完了するには膨大な費用と時間を要するため、老朽化対策と

連携して耐震化を推進し、効率的な対策を進める必要があります。 

③ 震災の対応については、既存のルール等を活用しながら全国の自治体や関係機関等から

の支援を円滑に受入れ、下水道施設等の早期復旧を図るために、受援計画を策定する必

要があります。 

 

 

図 3-9 小金井市下水道総合地震対策計画図(第三期) 

出典：「小金井市下水道総合地震対策計画(第三期)計画説明書(R2.3)」 

  



 

第 3章 下水道事業の現状と課題 

20 

3.2.3. 浸水対策 

 

（1） 現状 

本市では、都市化の進展に伴い浸透地域が減少して雨水が地表面に流出しやすくなっ

たことや、近年の気候変動の影響で局地的な集中豪雨が増えたことにより、内水氾濫によ

る浸水被害発生が懸念されます。 

そのため、本市では雨水の流出抑制を図るとともに、地下水の保全や合流式下水道の改

善効果も併せ持つ雨水浸透施設の設置を進めています(図 3-10、図 3-11)。 

 

① 雨水浸透事業 

本市で誕生し設置を推進してきた多孔型雨水浸透ますを主として、雨水浸透施設の市内

設置率は全国に誇れる数値となっています。毎年、約 2,000 基の雨水浸透ますが設置され

ており、令和 4(2022)年 3月末現在、市内の雨水浸透施設の設置軒数が 18,914件で 68.7%、

浸透ますの設置数が 84,706 個に達しています(図 3-12)。 

 

② 雨水浸透事業の PR・助成活動 

雨水浸透事業は、市民と事業者と行政のパートナーシップの成功例として、これまで

「地方自治大賞」、土木学会の「環境賞」、日本河川協会の「日本水大賞グランプリ」等数々

の賞を受賞しています(図 3-13)。 

また、さらなる雨水浸透施設設置率の向上や既設浸透施設の清掃等の維持管理を呼び

掛けるため、排水設備推進事業等と連携した PR 宣伝による啓発活動や助成も推進してい

ます(図 3-14、図 3-15)。 

 

 

   

多孔型浸透ます 

(小金井市式雨水浸透ます) 

地下浸透管 

(浸透トレンチ管) 

集水浸透マンホール 

(浸透マンホール) 

図 3-10 雨水浸透施設写真 
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図 3-11 雨水浸透施設のしくみ 

出典：小金井市雨水浸透パンフレット 

 

 

図 3-12 雨水浸透施設設置数の推移 

出典：市資料により整理 
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図 3-13 日本水大賞グランプリ受賞記念 雨水浸透模型展示 

(市役所第二庁舎入口) 

 

  

図 3-14 小金井市雨水浸透パンフレット 図 3-15 雨水貯留・浸透施設モデル 

(市役所西庁舎) 
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③ 浸水予想区域図(内水ハザードマップ)の作成 

浸水発生時に市民が避難等を行う際、迅速な対応や、的確な判断ができるよう、浸水予

想区域図の作成を行いました(図 3-16)。 

 
図 3-16 小金井市浸水予想区域図 

出典：小金井市防災マップ HP 

 

（2） 課題 

① 雨水浸透施設等の継続的な設置を推進する必要があります。 

② 想定最大降雨の見直しに応じた浸水シミュレーションの実施や浸水予想区域図の改定を

行う必要があります。 
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3.2.4. 老朽化対策(ストックマネジメント) 

 

（1） 現状 

本市の下水道管路の総延長は令和 2(2020)年度末で 293km に達し、内訳は合流管が

249km、分流汚水管が 25km、分流雨水管が 19kmとなっています。 

管種別の内訳は、鉄筋コンクリート管が全体の 70.8%、硬質塩化ビニル管が全体の

26.1%となっており、この 2つの管種で全体の約 96.9%を占めています(図 3-17)。 

布設年度別では、昭和 44(1969)年度から昭和 56(1981)年度にかけて急速に整備を推進

し、全体の 8 割を超える管路施設が整備されました。令和 3(2021)年度に標準耐用年数で

ある 50 年を経過している管路は約 18.8%となっています。しかし 10 年後には約 80.3%ま

でに急増し、改築更新のピークを迎えると見込まれています(図 3-18)。 

老朽化が進むと、管きょの破損による道路陥没や、下水道機能の停止及び汚水の流出に

よる公共用水域の水質悪化等、市民生活への影響が懸念されます。 

 

 

図 3-17 年度別下水道管布設延長及び管種別整備割合 

出典：小金井市下水道台帳データにより整理 

 

 

図 3-18 下水道管経過年数割合 

出典：小金井市下水道台帳データにより整理  



 

 

25 

① 長寿命化対策の実施及びストックマネジメント計画の策定 

本市では、平成 28(2016)年 2 月に「小金井市公共下水道 下水道施設長寿命化基本計

画」、平成 29(2017)年 2月に「公共下水道長寿命化第 1期事業計画」を策定しました。 

その後、国が創設したストックマネジメント支援制度を活用するために、平成 30(2018)

年度に全ての管路施設を対象に「小金井市下水道ストックマネジメント計画」を策定しま

した。この計画で検討したリスク評価に基づき、令和 2(2020)年度より 5 か年で約 6,500

か所を対象に点検を行っています。また、点検・調査の結果に基づき、修繕・改築計画を

策定し、工事を実施しています。 

 

② 下水道施設の維持管理 

本市では、年間約 1.8億円を投じて管路施設の維持管理を実施しています。 

市内を 11 か所のブロックに分けて、ブロック毎に巡回し、管きょ内の汚泥の堆積、浸

入水の有無、マンホールの状況等を点検・調査しています。 

また点検・調査の頻度については、腐食のおそれの大きい箇所では 5 年に 1回点検を行

う等、効率的に異常を発見できるよう計画しています(表 3-9)。 

 

表 3-9 管路施設の点検頻度及び調査頻度 

区分 重要度分類 点検頻度 調査頻度 備考 

一般環境下 

重要施設 7 年に 1 回 
点検で異常を 

確認した場合に実施 
幹線管きょ 

一般施設 15 年に 1 回 
点検で異常を 

確認した場合に実施 
枝線管きょ 

腐食環境下  5 年に 1 回 
点検で異常を 

確認した場合に実施 

伏越部 

ビルピット排水 

出典：「小金井市下水道ストックマネジメント計画(令和元(2019)年度)」により整理 

 

  



 

第 3章 下水道事業の現状と課題 

26 

③ 下水道台帳システムの整備 

本市では平成 17(2005)年度から下水道台帳データを電子化したシステムの整備に取り

掛かり、平成 20(2008)年 4月より電子台帳システムを導入しました。現在は、市の下水道

課で下水道台帳を閲覧することができます(図 3-19)。 

 

 

図 3-19 下水道台帳閲覧 

 

（2） 課題 

① ストックマネジメント計画に基づく予防保全型の管理や、事業費の平準化を図り、計画

的かつ効率的な施設の点検・調査、修繕・改築の実施が必要です。 

② 今後、施設の老朽化の進行に伴い、改築更新に膨大な事業費を必要とします。しかし人

口減少に伴う下水道使用料収入の減少が予測されるため、中長期的な視点に立った財政

収支の見通し、財源の確保が必要になります。 

 

  



 

 

27 

3.2.5. 下水道施設の適正な監督 

 

（1） 現状 

① 水質規制・監視の実施 

本市は、水質汚濁防止法や下水道法で規制されている有害物質及び危険物を含んだ悪

質下水が、工場・事業場等から下水道へ流入することを防止するため、水質調査結果の報

告の義務付け、違反者への改善要請や注意書による指導を行っています。 

また、対象となる事業者に対しては、東京都と共同で管路施設での水質調査を実施して

います。令和 3(2021)年度には 20事業場を対象に水質調査を実施しました。 

 

② 排水設備の適正管理に関する周知・指導 

個人が所有する排水設備については、一般家庭等からの下水が適正に排水されるように、

個人の責任において適正に管理するように周知・指導を実施しています。東京都下水道局と

連携し、「浸水対策強化月間」と「油・断・快適！下水道～下水道に油を流さないで」キャン

ペーンの内容をホームページで発信しています(図 3-20)。 

 

（2） 課題 

① 今後も、東京都と連携しながら、工場等への立ち入り検査及び水質検査の実施や排水設

備の適正管理に関する周知・指導を継続する必要があります(図 3-21)。 

 

  

図 3-20 油・断・快適！のポスター 

出典：東京都下水道局 HP 

図 3-21 水質検査 
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◆コラム【水質規制】 
 

現在の私たちが利用している下水道システムは家庭やオフィス等で使われた一般的な

汚水を処理の対象としています。そのため、特殊な工場等から排出される極端に汚れた水

を完全に処理することは困難となります。そこで、このような極端に汚れた水を排出する

工場等に対しては、下水道に流す排水であっても、適切な水質で排出するよう管理や監督

を行っています。 

下水排除基準 
 

・下水道に流れる排水は環境省の「下水道法」や各自治体の「下水道条例」等に定

められる水質基準等に適合するように、工場・事業場は排水の水質を管理・調整

する必要があります。 

・人の健康や生活環境に影響を与える物質を含む汚水を排出する施設については、

下水道法や条例等により「特定施設」「除害施設」等と定められており、下水処

理場とは別に排水処理施設の設置等が必要になります。 

 

事務所 

工 場 

特定施設 

除害施設 

 

クーリングタワー 

冷却水 

製造工程水 

生活排水 

排水口 

(排出水) 

(特定排出水) 

流量・水質測定場所 

排水処理施設 
し尿浄化槽 
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3.2.6. ソフト対策 

 

（1） 現状 

市ホームページやツイッターにおいて、下水道課の業務について最新情報を発信していま

す(図 3-22)。 

 

図 3-22 情報発信(左：ホームページ、右：ツイッター) 

出典：市ホームページ、市下水道課ツイッターアカウント 

 

 

また、市民の下水道への関心や理解を高めるため、広報関連のイベント、デザインマンホ

ール蓋、マンホールカードの配布等、啓発事業を実施しています(図 3-23、図 3-24)。 
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図 3-23 啓発活動(市民まつり)写真 

 

 

図 3-24 小金井市のデザインマンホール蓋 

(左：「小金井桜」、右：「桜水(おうすい)くん」) 

 

 

（2） 課題 

① 市民が主体的に下水道の存在意義や役割を発見する機会を創出するため、一方的な情

報発信ではなく、双方向の情報共有による市民ニーズの把握や合意形成に取り組む必

要があります。 

  



 

 

31 

3.2.7. 事業運営(財政状況) 

 

（1） 現状 

① 収入及び支出の状況 

本市の下水道事業は、これまで官庁会計方式(特別会計)として運営されてきましたが、

今後経営基盤の強化や財政マネジメントの向上等にさらに的確に取り組むため、令和

2(2020)年 4月 1日より、会計方式を民間企業と同様の公営企業会計方式に移行しました。 

公営企業会計では、経営活動に伴い発生する全ての収益及び費用を計上する収益的収

入・支出(3 条)と、経営規模の拡大を図るために要する諸施設の整備、拡充等の建設改良

費、これら建設改良に要する資金としての企業債収入、企業債の元金償還等を計上する

資本的収入・支出(4 条)に区分されています。 

収入は、収益的収入と資本的収入を併せて毎年約 20 億円となっています。営業収益に

は、下水道使用料や一般会計からの繰入金等が含まれています。営業外収益には、他会計

補助金、国庫・都補助金及び現金を伴わない収入である長期前受金戻入が含まれています。 

支出は、収益的支出と資本的支出を併せて毎年約 21～22 億円となっています。営業費

用には、管きょ維持管理費、流域下水道維持管理負担金、現金を伴わない支出である減価

償却費等が含まれています。営業外費用には、企業債利息等が含まれています。資本的支

出には、管きょ建設改良費、流域下水道建設費、企業債償還金等が含まれています(表 3-10、 

図 3-25)。 
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表 3-10 過去 2か年の収入及び支出の内訳(公営企業会計移行後) 

 
※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

出典：「小金井市決算書」により整理 

 

 

図 3-25 過去 2か年の収入及び支出 

出典：「小金井市決算書」により整理 
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② 建設改良費の推移 

建設改良費は、本市の管きょ建設改良費及び東京都流域下水道建設負担金で構成されて

います。下水道事業では、事業着手(昭和 44(1969)年度)から令和 3(2021)年度まで、約 244

億円の事業費を施設の建設等に支出しています。このうち、流域下水道への建設負担金

として、これまでに約 39億円を支出しています(表 3-11、図 3-26)。 

 

表 3-11 総事業費(昭和 44(1969)年度～令和 3(2021)年度) 

 

出典：「小金井市決算統計」により整理 

 

 

図 3-26 総事業費の内訳 

出典：「小金井市決算統計」により整理 
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近年は年間約 1～2 億円で推移しており、そのうち 6～9 割程度は管きょ費となってお

り、残りは流域下水道建設負担金となっています。今後、老朽化対策事業の実施により

建設改良費の増加が見込まれています(表 3-12、図 3-27)。 

 

表 3-12 直近 10 か年建設改良費の推移(平成 24(2012)～令和 3(2021)年度) 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

出典：「小金井市決算書」により整理 

 

 

図 3-27 建設改良費の推移 

出典：「小金井市決算書」により整理 
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③ 維持管理費の推移 

維持管理費は、本市の管きょの維持管理費等及び東京都流域下水道維持管理費負担金で

構成されており、年間約 10億円程度で推移しています。 

このうち 6～7 割程度は流域下水道維持管理負担金となっており、残りは管きょの維持

管理や下水道使用料徴収に要する経費等となっています(表 3-13、図 3-28)。 

 

表 3-13 維持管理費の推移 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

出典：「小金井市決算書」により整理 

 

 

図 3-28 維持管理費の推移 

出典：「小金井市決算書」により整理 
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④ 起債償還費の推移 

下水道の建設には、多額の起債を充当してきました。起債した当時の条件にもよりま

すが、償還(返済)期間は 30 年間等の長期で設定されており、現在も過年度の既借入分の

償還を行っています。 

令和 3(2021)年度における未償還残高は約 10 億円となっており、令和 4(2022)年度以

降、毎年約 1億円程度を償還する予定となっています。過年度既借入分の償還予定額は、

昭和 40～50 年代に集中整備した時期の借入分の償還の完了とともに減少していきます。

ただし今後、老朽化した管きょの改築更新を実施することで、新規借入分が発生した場

合、再び起債償還額が増えることが想定されます(図 3-29)。 

 

 

 

図 3-29 起債償還額の推移 

出典：「小金井市決算統計」により整理 
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⑤ 使用料単価・経費回収率の推移 

下水道使用料収入は年間約 10億円で推移しています。 

使用料単価は直近 5か年で約 80～82円/m3で推移しており、全国の類似団体の平均より

低い値となっています。 

経費回収率は、使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指

標であり、使用料単価÷汚水処理原価より算出します。直近 5か年では約 119.84～141.08%

で推移しており、下水道使用料で必要な経費は回収できている状況です。現時点では類

似団体と比較しても高い値となっていますが、改築更新事業の増加による資本費の増加や、

人口減少等に伴う下水道使用料収入の減少により、将来は経費回収率が低下していくこ

とが考えられます( 表 3-14、図 3-30、図 3-31)。 

 

 

（2） 課題 

① 将来 10年間の人口は微増傾向にありますが、それ以降の人口は減少すると予想され

ています。また、節水機器の普及等に伴い年間有収水量はさらに減少すると考えら

れるため、将来の使用料収入の減少が見込まれます。 

② 今後は管路の老朽化に伴う改築更新需要の増大が予想されており、建設改良費の増

加が見込まれます。そのため、ストックマネジメント計画に基づく予防保全型の管

理や、事業に関わる費用の縮減や平準化、下水道使用料の見直し等をすることによ

り収支バランスの適正化を図り、長期的な視点を持って持続可能な事業運営を目指

すことが必要です。 

 

表 3-14 使用料単価・経費回収率の推移 

 
※類似団体とは、総務省の「経営比較分析表(公共下水道事業)」において示す「類似団体区分」が小金井

市と同じ Aa 区分の団体を指す。(Aa 区分：処理区域内人口 10 万人以上、処理区域内人口密度 100 人/ha

以上の団体) 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

出典：小金井市データ：「小金井市決算統計」、類似団体使用料単価平均:「下水道事業経営指標 総務

省」、類似団体汚水処理原価平均、類似団体経費回収率平均：「小金井市経営比較分析表」 
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図 3-30 使用料単価の推移 

出典：「小金井市決算統計」 

 

 

図 3-31 経費回収率の推移 

出典：「小金井市経営比較分析表」 
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3.2.8. 事業運営(執行体制) 

 

（1） 現状 

下水道事業に従事する職員数は、昭和 50 年代の管路施設の集中的な整備に応じて

増加し、ピーク時の昭和 54(1979)～56(1981)年度には 30人にまで増加しました。その

後、下水道人口普及率 100%を達成して下水道の新規整備の減少に伴い職員数も減少し

ており、近年では概ね横ばいの傾向となっています(図 3-32)。 

 

 

図 3-32 下水道課職員数の推移 

出典：市資料により整理 

 

（2） 課題 

① 今後、施設の維持管理業務や改築更新事業の増加が見込まれる中で、下水道事業執行

に必要な職員数の不足や技術力の低下等が危惧される状況にあります。そのため、

持続的な下水道サービスを提供するためには、維持管理の広域化や民間委託の活用

等執行体制の強化について検討を進める必要があります。 

  

増加 減少 

概ね横ばい 



 

第 3章 下水道事業の現状と課題 

40 
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3.3. 小金井市公共下水道プラン(平成 23(2011)年 3月)の取組状況 

 

平成 22(2010)年度に策定した「小金井市公共下水道プラン」(計画期間：平成 22(2010)年

度～平成 42(2030)年度)における各施策の実施状況を表に示します(表 3-15、表 3-16)。 

 

表 3-15 小金井市公共下水道プラン(平成 22(2010)年度)の実施状況(1) 

 

  

基本方針 主要施策 目標 具体的な取組内容

スクリーン等のきょう
雑物除去装置の設置

雨天時における河川等
の公共用水域への「下水
ごみ」の流出を抑制

全ての雨水吐き室
(計7か所)への対策が
完了

汚濁負荷量の削減

雨水浸透ますや浸透
トレンチの積極的な
設置推進により、雨水の
下水道管への取込み量を
削減し、雨天時の放流汚
水量を削減

目標とする「汚濁負荷
量の流出削減」を達成

放流回数の低減
浸透施設の整備により、
未処理下水の野川への放
流回数を低減

目標とする「放流回数
の半減」を達成

モニタリングの実施

合流改善計画に対する
整備済施設が適切に
機能しているか継続的に
実施

継続的にモニタリング
と評価を実施

マンホールの浮上抑制
対策

地震時のマンホール浮上
による地上交通への
支障を抑制

小金井第三小学校から
の排水を受ける
管路の内、4基の
マンホールについて
浮上抑制対策が完了

管きょとマンホール
継手部の可とう化

下水道の流下機能等の確
保を図る

・H23 年度～H26年度
の4ヶ年で38箇所の
管きょとマンホール
継手部の可とう化が
完了
・H26年度223箇所の
管きょとマンホール継
手部の可とう化が完了

マンホールトイレの
設置推進

避難所等の防災拠点への
設置を推進

小中学校14施設への
設置を推進中

仮排水ポンプによる
排水

地震時に流下機能を
失った箇所に対して、
溢水による公衆衛生や
生活環境を守るために、
仮排水ポンプによる排水
を実施

仮排水ポンプを
導入・配備

雨水浸透施設の設置
推進・清掃等の維持
管理、PR等の啓発活動
の実施

令和4年3月末現在、市
内の雨水浸透施設の
設置件数は18,914件で
68.7％、浸透ますは
84,706個を設置

建物の屋根への降雨だけ
でなく、道路への降雨に
も拡大して対策実施

道路への雨水浸透枡を
設置

浸水時の避難等に際し
て、市民自身が迅速に
対応・的確に判断し、
浸水被害を軽減するため
の資料としての内水
ハザードマップ作成を
検討

内水ハザードマップを
作成

実施状況
(R3年度時点)

小金井市公共下水道プラン(H22年度)

既存施設の
効率化・
効果的な改善

(1)合流式下水道の
改善

(2)既存下水道施設
の耐震化

(3)浸水対策 浸水被害の軽減
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表 3-16 小金井市公共下水道プラン(平成 22年度)の実施状況(2) 

 

 

 

 

 

基本方針 主要施策 目標 具体的な取組内容

計画的・効率的な
改築更新計画策定

H28年度に長寿命化計
画を策定R元年度にス
トックマネジメント計
画を策定

改築更新計画に基づく
点検調査～修繕改築の
実施

ストックマネジメント
計画に基づいた点検・
調査結果により管路施
設の改築更新を実施

下水道施設の維持管理
管路施設の確実な
調査・点検、
清掃の実施

ストックマネジメント
計画に基づき、R2年
より5か年で約6,500か
所を対象に点検を実施

下水道台帳の整備
下水道台帳の電子データ
化

H20年より下水道台帳
システムを運用

(1)ホームページ、
パンフレット等
によるPR

・ホームページ、パンフ
レット等を活用し、
市民に分かりやすい情報
を提供
・イベントやPR機会の
充実を図り、市民の下水
道への関心理解を喚起

・ホームページやパン
フレット、SNS等を
活用した市民への情報
発信
・広報関連イベントに
おける情報発信
・マンホールカードの
配布

(2)水質検査・
水質調査の実施

東京都と連携した事業者
への立入り検査や水質
検査や下水道管路内での
水質調査

R3年度：20事業所を
対象に実施(3事業所で
基準値超過)

(3)水質管理に関わる
事業者への指導

有害物質の下水管きょへ
の流入防止を図るため
工場や事業場等の事業者
に対する継続的な指導

下水道への排水流入
基準を超過した事業所
への指導・監督を実施

(4)市・市民・団体・
事業者等との協働

・雨水浸透施設の設置
・油やゴミ等を下水道に
流さないようにする
等の取組

・イベントやPR施設を
通じて市民・団体・
事業者等との協働によ
る雨水浸透施設の設置
を推進
・ホームページ、パン
フレット等を活用し、
市民へ適切な排水の継
続に向けた意識向上・
啓発

実施状況
(R3年度時点)

改築・更新事業
の最小化・
平準化

(1)下水道事業の
長寿命化

(2)下水道施設の
適正な維持管理

ソフト対策等の
拡充

小金井市公共下水道プラン(H22年度)
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第4章 主な施策 
 

4.1. 主な施策の体系 

 

本計画では 3つの基本方針を実現するため、8つの主な施策を掲げています。また主な施策

の中に 25の具体的な事業を整理しています(表 4-1)。 

 

表 4-1 本計画の取組体系図 
基本 

理念 
基本方針 主な施策 事業 新規 継続 

未
来
に
繋
げ
る
水
環
境(

守
り
ま
す
み
ん
な
を
守
っ
た
下
水
道)

 

①より安全で 

安心なまちづくり 

ストックマネジメント 

計画に基づく下水道施設 

の適正な維持管理 

計画的な管路施設の点検・調査  〇 

計画的な管路施設の修繕・改築  〇 

ストックマネジメント計画の見直し  〇 

維持管理情報のデータ蓄積と活用に

向けた検討(下水道、資産管理台帳) 
 〇 

下水道施設の耐震化 

下水道総合地震対策計画の見直し  〇 

重要な幹線等に対する 

耐震化の推進 
 〇 

マンホールトイレの設置推進  〇 

BCP の見直し  〇 

効率的・効果的な 

雨水対策の推進 

雨水管理総合計画の策定 〇  

雨水浸透ますや浸透トレンチの 

設置推進 
 〇 

雨天時浸入水対策 〇  

BCP の見直し  〇 

②より良好な 

水環境づくり 

水環境の保全 

雨水浸透ますの設置推進  〇 

水質検査の実施と事業者への指導  〇 

排水設備の管理  〇 

SDGs の達成に向けた 

取組の推進 
総合計画と SDGs の関係 〇  

③持続可能な 

事業づくり 

経営の健全化 

公営企業会計の運用 〇  

経営戦略の策定 〇  

料金体系・水準の適正化 〇  

執行体制の確保 

広域化・共同化計画の策定 〇  

民間活用(PPP/PFI)の検討 〇  

ICT・AI 等活用の検討 〇  

市民との情報共有・ 

協働の推進 

マンホールカードの配布  〇 

広報誌による情報推進  〇 

WEB や SNS による情報発信  〇 

※ 「小金井市公共下水道プラン」(平成 22(2010)年度)から継続して取り組む事業を「継続」、本計画から

の新たな事業を「新規」とした。 
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4.2. 主な施策の展開 

4.2.1. 基本方針①―より安全で安心なまちづくり 

 

本計画では、下水道施設の持続性を保ち、市民の生命・財産を守る 3つの施策と 12の事業

を掲げています(図 4-1)。 

 

 

図 4-1 「より安全で安心なまちづくり」の取組体系図 
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（1） ストックマネジメント計画に基づく下水道施設の適正な維持管理 

 

① 方針 

下水道施設の老朽化に対しては、点検・調査、修繕・改築等の維持管理を確実・効果的

に実施することが必要です。 

下水道サービスの持続的な提供に向け、ストックマネジメント計画に基づく維持管理を

実施し、点検・調査による健全性の把握と、健全性に応じた修繕・改築による機能の維持・

向上を通じて、計画的な施設管理を行います。 

また、維持管理情報のデータを蓄積・活用することで、マネジメントサイクルを確立し、

効果的で効率的なストックマネジメントの実現を目指します(図 4-2)。 

 

 

図 4-2 維持管理情報等を起点としたマネジメントサイクル 概念図 

 

出典：「維持管理情報等を起点としたマネジメントサイクル確立に向けたガイドライン 

(管路施設編)－2020年版－」令和2年3月 国土交通省水管理・国土保全局下水道部、国土交

通省国土技術政策総合研究所下水道研究部 
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② 具体的な施策 

A) 計画的な管路施設の点検・調査 

ストックマネジメント計画に基づき、経営管理、事業の平準化を行い、リスクが高い

施設に配慮して、計画的に管路施設の点検・調査を行います(図 4-3)。 

 

B) 計画的な管路施設の修繕・改築 

ストックマネジメントによる点検・調査結果に基づいて、対策が必要な管路施設に対

して計画的に修繕・改築を行います(図 4-4)。 

 

C) ストックマネジメント計画の見直し 

点検・調査や修繕・改築の実施結果により判明した施設の状況を踏まえて、必要に応

じてストックマネジメント計画の見直しを行います。 

 

D) 維持管理情報のデータ蓄積と活用に向けた検討(下水道、資産管理台帳) 

施設の基本情報を記載した下水道台帳や資産管理台帳とともに維持管理情報のデータ

を継続的に蓄積します。また、蓄積したデータの分析や活用により、ストックマネジメ

ントを効果的で効率的に進められるよう、マネジメントサイクルの確立を図ります。 

 

  

図 4-3 管路カメラ調査 
 

  

図 4-4 管路・マンホールの修繕・改築  
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（2） 下水道施設の耐震化 

 

① 方針 

施設の重要性や防災拠点の配置等を考慮して、必要な耐震性能が確保できるように対

策を進めます。 

また、地震が発生した後の対策を見据えて、マンホールトイレの設置等のハード対策と

BCP(業務継続計画)の見直し等のソフト対策を同時に進めていきます。 

 

② 具体的な施策 

A) 下水道総合地震対策計画の見直し 

地震対策の実施状況を踏まえて、適切なタイミングで下水道総合地震対策計画の見直

しを行います。 

対象施設や耐震性能の見直し等も、必要に応じて検討を行います。 

 

B) 重要な幹線等に対する耐震化の推進 

多くの下水が集まる幹線や、防災拠点からの汚水を受け持つ管路施設等、重要な管路へ

の確実な耐震化対策の実施を進めます。 

災害時の下水道使用や道路交通等への影響が生じないよう、マンホールと管きょの接

続部の耐震化やマンホールの浮上抑制対策を行います(図 4-5、図 4-6)。 

 

C) マンホールトイレの設置推進 

地域防災計画で指定避難所に位置付けられる小中学校は、災害時の避難所、多くの人が

集まる防災拠点として活用されるため、関係部署と調整・協力しながらマンホールトイレ

の設置を進めていきます。 

 

D) BCP の見直し 

災害が発生した後の要員や機材の確保が困難な中で、迅速な下水道の復旧を図るため

の BCP(小金井市下水道事業 業務継続計画)を定期的に見直します。 
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図 4-5 マンホール浮上状況(2004 年 新潟県中越地震) 

 

 

図 4-6 マンホール浮上対策例(フロートレス工法) 

出典：「令和 3(2021)年度 建設技術審査証明事業(下水道事業) フロートレス工法」 

令和 4(2022)年 3月公益財団法人 日本下水道新技術機構 
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（3） 効率的・効果的な雨水対策の推進 

 

① 方針 

大雨による浸水の発生を抑制するために、適切な対策目標を設定して必要な対策を進め

ていきます。 

効率的で効果的な雨水対策を実施するために、必要な計画やルールの検討を行います。 

 

② 具体的な施策 

A) 雨水管理総合計画の策定 

近年の気候変動の影響や土地利用の状況を踏まえて、地区ごとに適切な対策水準を設

定して、効率的な雨水対策を進めるためのマスタープランとなる雨水管理総合計画の策

定を行います。 

 

B) 雨水浸透ますや浸透トレンチの設置推進 

本市の地形や地質を活用した有効な対策として、年間 2000基以上を指標に家屋や公共

施設、車道等への雨水浸透ます等の設置普及促進を進めます。また、排水設備設置工事店

との連携による周知や追加助成も進めます。道路においても雨水浸透ますの設置を進め

ます(図 4-7)。 

 

  
図 4-7 雨水浸透ます設置工事 

 

C) 雨天時浸入水対策 

降雨により地下水位が高くなった際に、下水道管路の損傷箇所等から地下水が浸入し

て溢水等が生じることを防ぐために、浸入水の発生状況の把握や、状況に応じて必要な対

策の実施等を行います。また、これらの対策を適切に行うための雨天時浸入水対策計画の

策定を行います(コラム「雨天時浸入水」参照)。 

 

D) BCP の見直し 

地震災害と同様に浸水災害に対しても、災害の発生に対して迅速な対応を行うための

BCP(小金井市下水道事業 業務継続計画)の策定や定期的な見直しを行います。 
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◆コラム【雨天時浸入水】 
 

下水道はあらかじめ決められた量の汚水・雨水を流すように作られています。 

しかし、管路の老朽化や地震被害により、管路やマンホールに破損等が生じると、雨天時

に破損個所から雨水が浸入してきます。浸入した雨水が管路の排水能力を超えてしまうと、

家庭やマンホールから溢れてしまいます。 

 

浸入水の種類 
 

雨天時浸入水には、大きく分けて「直接浸入水」と「雨天時浸入地下水」の 2種類があり

ます。 

 

誤接続による直接浸入 

汚水 

マンホール 

直接浸入水 

・マンホール蓋の穴、宅内の汚水管の誤

接続等により管路内に浸入する雨水 

雨天時浸入地下水 

・雨天時の地下水位の上昇により、埋設

管等から流入する雨水 

公共ます 

宅内ます 

公共下水道 排水設備 

蓋穴・蓋周囲へ

の地表面浸入 

側溝 

庭地浸透水による、宅内排水

設備の水密性不良部(ます管

口・継手・目地等)への浸透浸

入 側溝破損部や取付け管の

水密性不良不足(継手・

管口)への浸透浸入 

庭地 

本管・マンホール内の目

地や管口への浸透浸入 

 
：雨天時浸入地下水 

官民境界 

公共ます水密性不良部(管口・目地等)への浸透浸入 

蓋穴・蓋周囲への地表面浸入 

 
：直接浸入水 
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4.2.2. 基本方針②―より良好な水環境づくり 

 

本計画では良好な水環境の保全のために、2つの施策と 4つの事業を掲げています 

(図 4-8)。 

 

 

図 4-8 「より良好な水環境づくり」の取組体系図 
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（1） 水環境の保全 

 

① 方針 

良好な水環境の確保に向けて、下水道の適切な管理や活用を図ります。 

健全な水循環の形成を図るために、地下水や自然環境の保護に向けた対応を行います 

(図 4-9)。 

 

 

図 4-9 水環境の保全(野川) 

 

② 具体的な施策 

A) 雨水浸透ますの設置推進 

地下水の保全、湧水や近傍河川の水資源の確保を行うため、公園や学校等への雨水浸透

ます等の設置のための普及促進を行います。 

 

B) 水質検査の実施と事業者への指導 

工場や事業場等の事業者への、定期的な水質検査や立入検査を東京都と連携して実施

します。下水道施設の保全や、下水処理に支障が生じるような水質の排水が流入しないよ

う、事業者への協力要請や指導を行います。 

 

C) 排水設備の管理 

個人宅等の排水設備が適切に整備され、下水道に確実に接続されるよう、市民や事業者

と協力しながら適切な管理を行います。 
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（2） SDGs の達成に向けた取組の推進 

 

① 方針 

下水道には、これまでの川や海の水質改善や生活環境の改善に加えて、エネルギーや資

源の循環、SDGsの達成等幅広い分野での新たな役割が期待されています。 

これらの新たな役割に対しても、積極的な取組により貢献できることを目指します。 

 

② 具体的な施策 

A) 総合計画と SDGsの関係 

本市が策定している「第 5次小金井市基本構想・前期基本計画 第 2 期小金井市まち・

ひと・しごと創生総合戦略(令和 3(2021)年度～令和 7(2025)年度)」の中でも、下水道は

SDGs の各目標達成に向けた施策に多くの関わりを有しています。 

「第 5次小金井市基本構想・前期基本計画」の各種施策の実施において、下水道に求め

られる役割を確実に果たせるよう、関係する部署や機関と連携して取組を行います(表

4-2)。 

表 4-2 本計画と SDGsとの関わり 

 

基本方針 主な施策 SDGsとの関係性 

より安全で 

安心な 

まちづくり 

・ストックマネジメント計画に基づく 

下水道施設の適正な維持管理 

・下水道施設の耐震化 

・効率的・効果的な雨水対策の推進 

  

  

より良好な 

水環境づくり 

・水環境の保全 

・SDGs の達成に向けた取組の推進 

  

 

持続可能な 

事業づくり 

・経営の健全化 

・執行体制の確保 

・市民との情報共有・協働の推進 
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4.2.3. 基本方針③―持続可能な事業づくり 

 

下水道事業の持続的な運営及び市民との協働に向けた取組として、本計画では 3 つの施策

と 9つの事業が掲げられています(図 4-10)。 

 

 

 

図 4-10 「持続可能な事業づくり」の取組体系図 
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（1） 経営の健全化 

 

① 方針 

下水道は施設を整備した後、長期にわたって安定的に供用する必要があります。この持

続性の確保のためには、下水道事業として将来にわたって健全な経営を続けることが必要

です。 

今後の社会情勢や下水道事業を取り巻く環境が変化する中でも、健全な下水道事業の経

営を継続できるように財政基盤等の強化を図ります。 

 

② 具体的な施策 

A) 公営企業会計の運用 

下水道事業については、公営企業として経営・資産等の状況の正確な把握を目指し、令

和 2(2020)年度より民間の企業会計と同様の会計制度を適用しています。 

今後も健全な財政状況を維持するため、企業会計を確実に運用し、経営状況のモニタリ

ングを行います。 

 

B) 経営戦略の策定(見直し) 

下水道事業の財政に関わる、今後 10年間の収支の見通しと取り組むべき施策を整理し

た中長期的な経営の基本計画として、「経営戦略」を令和 2(2020)年度に策定し、令和

4(2022)年度に見直しを行いました。今後も事業の実施状況や社会情勢を踏まえて、定期

的に見直しを行います。 

 

C) 料金体系・水準の適正化 

小金井市の下水道使用料については、平成 31(2019)年度に改定(従量区分の変更)を行

っています。類似団体に比較すると安く、使用料収入で安定的な財政を維持できている状

況にあります。 

ただし将来の下水道施設の老朽化の進行に対して、維持管理費や改築費の増加が見込

まれることから、平成 29(2017)年度の小金井市下水道使用料審議会で約 10年後(2027年

以降)の財源不足が懸念され、必要に応じた使用料の改訂が答申されています。 

今後も下水道施設の健全な維持や処理に対するコスト縮減に努めると共に、必要に応

じて計画的な料金体系や水準の見直し・適正化を検討します。 
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（2） 執行体制の確保 

 

① 方針 

下水道事業のサービスを安定的に提供するためには、適正な組織体制の確保や人材の育

成・資質向上を図ることが必要です。 

今後も新しい技術や仕組みの活用を検討しながら、堅実に下水道事業を執行するための

仕組みづくりを行います。 

 

② 具体的な施策 

A) 広域化・共同化計画の策定 

東京都下水道局流域下水道本部で実施された多摩地区での広域化・共同化に向けた検

討への参加を踏まえて、本市の実状に則した施策への取組を検討します。 

また、近隣 7市により公営企業会計システムを共同で調達・運用し、令和元(2019)年 10

月から会計システムの共同運用を開始しています。 

今後も事業の効率化に向け、有効な施策に対して継続的な取組を行っていきます。 

 

B) 民間活用(PPP/PFI)の検討 

近年、下水道事業の持続性の確保や、公共サービスの品質向上を期待して、民間活用が

積極的に検討されています。 

広域化・共同化と合わせた民間活用も含めて、包括的民間委託や多様な民間活用手法に

対して導入による有効性や実現性の検討を行います。 

 

C) ICT・AI等活用の検討 

通信機器や通信網の発達に伴い、下水道事業でも ICT 技術や AI技術の活用が行われて

います。 

下水道事業の効率化や、複雑化する下水道の課題解決が期待できる有効な ICT・AI 技

術の活用について検討を進めます。 
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（3） 市民との情報共有・協働の推進 

 

① 方針 

下水道事業の経営には、市民の皆様からのご理解やご協力が必須です。 

サービスや事業への信頼向上に向け、下水道への関心や理解を高めるためのコミュニケ

ーションの充実を進めます。 

 

② 具体的な施策 

A) マンホールカードの配布 

本市では小金井市の魅力の PRと下水道事業への関心を高めるために、オリジナルデザ

インマンホール蓋を制作・設置しています。また広報活動の一環として、マンホールカー

ドの配布等も実施しています(図 4-11)。 

今後も下水道に関わる広報・啓発活動に対して、積極的に取り組んでいきます。 

 

 

 

  

図 4-11 小金井市マンホールカード 

(左：通常版「小金井桜」、右：特別版「桜水(おうすい)くん」) 
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B) 広報誌による情報推進 

定期的に発刊されている市の広報誌「市報こがねい」を通じて、下水道に関わる話題の

提供や、市民の皆様へのご協力依頼等を行っています。 

市民の皆様に直接お届けできる媒体として、今後も情報発信に活用していきます。 

 

C) WEB や SNS による情報提供 

市ホームページに加えて、SNS(ツイッター)での独自アカウントにより情報発信を行っ

ています。 

タイムリーな情報発信が可能な手法として、今後も活用を図ります。 
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第5章 投資・財政計画 

 

5.1. 下水道事業費の構成 

 

本計画では投資・財政計画の計画期間を令和 5(2023)年度～令和 14(2032)年度の 10 か年と

しています。 

本市では、下水道事業の持続的で安定的な事業運営を図るために、これまで採用していた

「官庁会計」から「公営企業会計」へ令和 2(2020)年 4月より移行しました。 

官庁会計では現金の収入及び支出の事実に基づいて経理を行うのに対して、公営企業会計

では経済活動の発生に基づく複式簿記により経理を行います。また、管理運営に係る取引(収

益的収支)と建設改良等に係る取引(資本的収支)の 2つに区分して経理を行うことにより、当

該事業年度の経営状況を正確に把握することができます。収益的収支と資本的収支では、主

に以下の項目を計上します(表 5-1、表 5-2)。 

 

 

表 5-1 収益的収支の内訳 

項目 内容 

収
益
的
収
支 

収
入 

料金収入 
下水道事業運営に必要な経費を賄うために、 

下水道施設利用者から徴収する使用料。 

雨水処理負担金 
雨水の処理に要する費用を賄うために、 

一般会計から支出される資金。 

他会計繰入金 
総務省の定める繰出基準により、 

一般会計から支出される雨水処理負担金以外の資金。 

長期前受金戻入 

資産を取得し、その財源に国庫補助金等が充当される

場合に、一括計上せず、資産の耐用年数にわたって分

割した収入。減価償却費と対になるもの。 

その他収入 上記以外に、事業活動により発生する収入。 

支
出 

維持管理費 下水道施設の維持管理に要する費用。 

流域下水道 

維持管理負担金 

流域下水道の維持管理に要する費用に対して 

関係市町村が負担する部分。 

支払利息 
下水道施設建設時に借り入れた企業債の利息を 

返済するための支払金。 

減価償却費 
資産を取得したときに、その取得費用を一括計上せ

ず、資産の耐用年数にわたって分割した費用。 
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表 5-2 資本的収支の内訳 

項目 内容 

資
本
的
収
支 

収
入 

国(都)補助金 
下水道施設建設時に国または都から 

補助される建設財源。 

企業債 
下水道施設の建設工事のため、 

国や銀行等から借り入れた資金。 

他会計繰入金 一般会計から支出される資金。 

支
出 

建設改良費 管路施設の建設に要する費用。 

流域下水道 

建設負担金 

流域下水道の建設に要する費用に対して 

関係市町村が負担する部分。 

企業債償還金 
下水道施設建設時に借り入れた企業債の 

元金を返済するための支払金。 
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5.2. 投資・財政計画 

5.2.1. 料金収入の見通し 

 

（1） 水洗化人口及び有収水量の見通し 

本市では、下水道処理人口普及率が 100%、水洗化率が 99.9%(R3年度現在)に達している

ことから、将来の水洗化人口は、行政人口の 100%を見込み、「小金井市人口ビジョン

(R3.5.27)」に示した人口推計値を採用しています。当面は微増傾向を見込んでいますが、

令和 12(2030)年度をピーク(127,877 人)に減少することが予想されます。 

将来の有収水量は、水洗化人口に直近 3 か年の一人当たり有収水量の平均値(99.7m3)を

乗じて算定しています。水洗化人口と同様に、令和 12(2030)年度にピーク(約 1,275 万 m3)

を迎え、以後は減少することを見込んでいます(図 5-1)。 

 

 

 

 

図 5-1 水洗化人口及び有収水量の見通し 

  

計画期間 
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（2） 料金収入の見通し 

料金収入は、有収水量に下水道使用料単価を乗じて算定しています。現行の使用料体系

を維持した場合、将来の料金収入は、人口や使用水量の減少に伴い減少すると見込まれま

す。令和 5(2023)年度から令和 14(2032)年度までの計画期間においては、年間概ね 10 億

円程度になると予測しています(図 5-2)。 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 料金収入の見通し 

 

  

令和 2(2020)年 4 月 

公営企業法適用 

予定額 

計画期間 
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5.2.2. 経営収支の見通し 

 

（1） 収益的収支 

収益的支出の見通しは、表 5-3と図 5-3のとおりです。総支出額のピークは令和 5(2023)

年度の約 19.1億円となる見通しです。 

既取得資産の償却が終了すると減価償却費が減少するため、総支出額は減少傾向となる

見通しです。 

 

表 5-3 収益的支出の見通し 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

 

 

 

図 5-3 収益的支出の見通し 
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収益的収入の見通しは、表 5-4と図 5-4のとおりです。 

総収入額の 50%以上を占める下水道料金収入は、行政人口がピークを迎える令和

12(2030)年度までは微増が見込まれます。 

また、長期前受金戻入は減価償却費と同様、年々減少する見通しです。 

 

表 5-4 収益的収入の見通し 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

 

 

図 5-4 収益的収入の見通し 
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収益的収支は、減価償却費の減少に伴い、当面は黒字となることが見込まれます。令和

14(2032)年度までは約 57～218 円/年の純利益が確保できると予想されますが、将来的に

は使用料収入の減少や、施設改築及び維持管理に要する費用の増加が予想されるため、さ

らなるコスト縮減等を図る必要があります(図 5-5)。 

 

 

 

図 5-5 収益的収支の見通し 
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（2） 資本的収支 

資本的支出の見通しは、表 5-5 と図 5-6 のとおりです。総支出額のピークは令和

5(2023)年度の約 4.8億円となる見通しです。 

 

表 5-5 資本的支出の見通し 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

 

 

図 5-6 資本的支出の見通し 
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資本的収入の見通しは、表 5-6と図 5-7のとおりです。 

収入の大半を企業債で賄う予定ですが、令和 6(2024)年度以降は国(都)補助金と合わせ

て約 1.9～2.3億円/年の収入額を見込んでいます。 

 

表 5-6 資本的収入の見通し 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

 

 

図 5-7 資本的収入の見通し 

 

資本的収支では、支出額が収入額を上回り、赤字が発生する見通しです。ここで発生

する不足額に対しては、収益的収支の収支差額(純利益)や減価償却費と長期前受金戻入

の差額(損益勘定留保資金)で補てんします(図 5-8、図 5-9)。 
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図 5-8 資本的収支の見通し 

 

 

 

図 5-9 補てん財源のイメージ 
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5.2.3. 経営指標の見通し 

 

（1） 経常収支比率 

経常収支比率とは、当該年度において、料金収入や他会計繰入金等の収益で、維持管理

費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標です。この指標が 100%以上であ

れば、収支が黒字であることを表しています。 

将来の経常収支比率は、令和 5(2023)年度から令和 14(2032)年度にかけて、約 103～114%

の間で推移し、安定した黒字経営が見込まれます(図 5-10)。 

 

経常収支比率＝
経常収益(営業利益＋営業外利益)

経常費用(営業費用＋営業外費用)
× 100 

 

図 5-10 経常収支比率の見通し 

  



 

第 5章 投資・財政計画 

70 

（2） 経費回収率 

経費回収率とは、料金収入で回収すべき汚水処理にかかる費用を、どの程度料金収入で

賄えているかを表す指標です。この指標が 100%以上であれば、汚水処理にかかる費用を全

て料金収入で賄えていることを表しています。 

将来の経費回収率は、令和 5(2023)年度から令和 14(2032)年度にかけて、約 106～127%

の間で推移し、汚水処理にかかる費用は全て料金収入で賄える見通しです(図 5-10、図

5-11)。 

 

経費回収率＝
料金収入

汚水処理費(公費負担金を除く)
× 100 

 

 

図 5-11 経費回収率の見通し 
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（3） 企業債残高対事業規模比率 

企業債残高対事業規模比率とは、料金収入に対する企業債残高の割合を表す指標です。 

今後は老朽化した施設の改築・更新に伴い企業債が増加することにより、当該指標が増

加する見通しですが、類似団体平均と比べ低い水準となっています(図 5-12)。 

 

企業債残高対事業規模比率＝
企業債現在高合計−一般会計負担額

営業収益−受託工事収益−雨水処理負担金
× 100 

 

 

図 5-12 企業債残高対事業規模比率の見通し 

 

※ 類似団体とは、総務省の「令和 2 年度経営比較分析表(公共下水道事業)」において「類似団体区

分」が小金井市と同じ Aa区分の団体のことを指します。 

Aa 区分とは、処理区域内人口 10万人以上、処理区域内人口密度 100人/ha以上の団体のことを表

します。令和 2(2020)年度において公営企業会計へ移行している Aa 区分の団体は全国で 35団体

です。 
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5.2.4. 見通しのまとめ 

 

本市においては、昭和 44(1969)年度から昭和 56(1981)年度にかけて急速に整備を推進して

おり、全体の 8 割を超える管路施設が整備されました。今後の 10年間では約 8割を超えた管

路施設が耐用年数を超過し、管路施設の改築更新のピークを迎えると見込まれています。 

一方で、料金収入については、行政人口がピークを迎える令和 12(2030)年度までは微増傾

向の見込みですが、その後は行政人口の減少に合わせて減少すると見込まれています。 

投資・財政計画の見通しからは、計画期間中の下水道事業は安定した黒字経営となると見

込まれますが、老朽化した管路施設の改築・更新を集中して行うと、膨大な費用が発生してし

まい、下水道事業の経営を圧迫することが懸念されます。 

以上より、将来にわたって安定した下水道事業を継続するためには、ストックマネジメン

ト計画に基づいて、点検・調査による管路施設の状況の的確な把握や、改築・更新の計画的な

実施を行い、事業費の縮減と平準化を図っていく必要があります。 

また中長期的には、下水道事業の経営状況等を踏まえた投資額の見直しや、下水道使用料

改定等様々な対策を検討し、適宜に投資・財政計画の改善を進めていきます。 

 

  



 

 

73 

5.2.5. 参考資料 

表 5-7 収益的収支の推計方法 

項目 推計方法 

収
益
的
収
入 

営業 

収益 

料金収入 
 「小金井市人口ビジョン」(令和 3(2021)年 5月)の将来

人口推計を基に、過去の実績を踏まえて有収水量を予

測し、料金収入を算定 

受託工事収益  見込まない 

その他 
 他会計負担金(雨水処理負担金)は、総務省の繰出基準

に基づき、雨水処理に要する維持管理費と資本費に対

する一般会計繰入額を算定 

営業外 

収益 

補助金 

 他会計補助金は、総務省の繰出基準に基づき、高度処理

に要する経費と臨時措置分・流域下水道に対する一般

会計繰入額を算定 

 その他補助金は、都補助金となり、過去の実績を踏まえ

て推計 

長期前受金 
戻入 

 固定資産台帳データにより算定した既取得資産の予定

額と投資計画に基づき算定した将来取得資産の予定額 

その他  雑収益は、過去の実績を踏まえて推計 

収
益
的
支
出 

営業 

費用 

職員給与費  将来の職員配置(収益勘定)に基づき算定 

経費 

 総経費は過去の実績を踏まえて推計 

 管きょ費はストマネ計画を踏まえて推計、物価上昇等

を反映 

 流域下水道維持管理負担金は東京都の見込額に基づき

算定 

 業務費は過去の実績を踏まえて推計 

 資産減耗費はストマネ計画の投資額のうち「布設替工

事」の 5%を除却額として計上 

減価償却費 
 固定資産台帳データにより算定した既取得資産の予定

額と投資計画に基づき算定した将来取得資産の予定額 

営業外 

費用 

支払利息 
 既発行分：起債償還計画を基に年次別支払利息予定額

を算定 

 新発行分：投資計画に基づき算定 

その他 
 消費税等納付額は、過去の実績を踏まえて推計 

 控除対象外消費税は、投資計画に基づき算定 
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表 5-8 資本的収支の推計方法 

 

項目 推計方法 

資
本
的
支
出 

収入 
企業債 

 (建設改良費‐国(都)補助金)×起債充当率(公共=60%、

流域=91%)により必要額を算定 

国(都)補助金  補助対象事業を考慮し、建設改良費の 10%を算定 

支出 

建設改良費 

 職員給与費は、将来の職員配置(資本勘定)に基づき算

定 

 流域下水道建設負担金・改良負担金は東京都の見込額

に基づき算定 

 工事費、委託費等は、投資計画に基づき算定 

企業債償還金 

 既発行分：「起債償還計画」を基に年次別償還予定額を

算定 

 新発行分：投資計画に基づき算定 
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表 5-9 投資・財政計画(収益的収支)(1/2) 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

 

  

（単位：千円，％）

年　　　　　　度

区　　　　　　分

１． (A) 1,537,735 1,569,079 1,565,388 1,562,432 1,556,474

(1) 989,905 1,001,100 1,004,313 1,006,957 1,009,007

(2) (B) 0 0 0 0 0

(3) 547,830 567,979 561,075 555,475 547,467

２． 430,032 417,170 392,641 373,470 352,427

(1) 24,573 24,573 24,573 24,573 24,573

24,258 24,258 24,258 24,258 24,258

315 315 315 315 315

(2) 405,334 392,472 367,943 348,772 327,729

(3) 125 125 125 125 125

(C) 1,967,767 1,986,249 1,958,029 1,935,902 1,908,901

１． 1,861,890 1,863,970 1,810,935 1,820,921 1,742,822

(1) 58,354 58,354 58,354 58,354 58,354

24,934 24,934 24,934 24,934 24,934

0 0 0 0 0

33,420 33,420 33,420 33,420 33,420

(2) 1,076,432 1,095,761 1,081,554 1,122,351 1,082,153

90 92 93 93 94

122,090 131,980 132,772 133,569 134,370

18,663 21,000 21,000 21,000 21,000

935,589 942,689 927,689 967,689 926,689

(3) 727,104 709,855 671,027 640,216 602,315

２． 48,759 18,753 19,209 19,522 19,801

(1) 18,759 18,753 19,209 19,522 19,801

(2) 30,000 0 0 0 0

(D) 1,910,649 1,882,723 1,830,144 1,840,443 1,762,623

(E) 57,118 103,526 127,885 95,459 146,278

(F) 0 0 0 0 0

(G) 0 0 0 0 0

(H) 0 0 0 0 0

57,118 103,526 127,885 95,459 146,278

(I) 486,693 590,219 718,104 813,564 959,840

(J) 986,362 1,252,270 1,521,809 1,761,433 2,020,236
198,560 198,560 198,560 198,560 198,560

(K) 356,601 354,980 354,829 353,770 352,539

77,811 76,190 76,039 74,980 73,749

0 0 0 0 0

271,373 271,373 271,373 271,373 271,373

( I )
(A)-(B)

(L) 0 0 0 0 0

(M) 1,537,735 1,569,079 1,565,388 1,562,432 1,556,474

0 0 0 0 0

(N) 0 0 0 0 0

(O) 0 0 0 0 0

(P) 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

営 業 外 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 収 益

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

補 助 金

他 会 計 補 助 金

そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

収 入 計

そ の 他

そ の 他

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

基 本 給

退 職 給 付 費

そ の 他

経 費

動 力 費

修 繕 費

支 払 利 息

そ の 他

流 動 負 債

支 出 計

経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益

特 別 損 失

特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)

繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金

流 動 資 産
う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

う ち 建 設 改 良 費 分

う ち 一 時 借 入 金

う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ） 0% 0% 0% 0% 0%

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)

地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額
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表 5-10 投資・財政計画(収益的収支)(2/2) 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

  

（単位：千円，％）

年　　　　　　度

区　　　　　　分

１． (A) 1,543,913 1,531,822 1,519,007 1,504,963 1,490,906

(1) 1,010,574 1,011,626 1,012,061 1,012,006 1,011,674

(2) (B) 0 0 0 0 0

(3) 533,339 520,196 506,946 492,957 479,232

２． 322,427 284,198 247,191 225,064 204,489

(1) 24,573 24,573 24,573 24,573 24,573

24,258 24,258 24,258 24,258 24,258

315 315 315 315 315

(2) 297,729 259,500 222,493 200,366 179,791

(3) 125 125 125 125 125

(C) 1,866,340 1,816,020 1,766,198 1,730,027 1,695,395

１． 1,685,756 1,658,566 1,554,092 1,490,146 1,482,492

(1) 58,354 58,354 58,354 58,354 58,354

24,934 24,934 24,934 24,934 24,934

0 0 0 0 0

33,420 33,420 33,420 33,420 33,420

(2) 1,083,959 1,121,771 1,081,587 1,068,409 1,109,236

94 95 95 96 97

135,176 135,987 136,803 137,624 138,450

21,000 21,000 21,000 21,000 21,000

927,689 964,689 923,689 909,689 949,689

(3) 543,443 478,441 414,151 363,383 314,902

２． 20,332 20,789 21,303 21,665 22,138

(1) 20,332 20,789 21,303 21,665 22,138

(2) 0 0 0 0 0

(D) 1,706,088 1,679,355 1,575,395 1,511,811 1,504,630

(E) 160,252 136,665 190,803 218,216 190,765

(F) 0 0 0 0 0

(G) 0 0 0 0 0

(H) 0 0 0 0 0

160,252 136,665 190,803 218,216 190,765

(I) 1,120,091 1,256,755 1,447,558 1,665,774 1,856,540

(J) 2,272,332 2,460,967 2,679,341 2,881,866 3,032,343
198,560 198,560 198,560 198,560 198,560

(K) 358,480 362,837 367,618 371,749 376,155

79,690 84,047 88,828 92,959 97,365

0 0 0 0 0

271,373 271,373 271,373 271,373 271,373

( I )
(A)-(B)

(L) 0 0 0 0 0

(M) 1,543,913 1,531,822 1,519,007 1,504,963 1,490,906

0 0 0 0 0

(N) 0 0 0 0 0

(O) 0 0 0 0 0

(P) 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

令和１４年度

0%

営 業 外 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 収 益

令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

補 助 金

他 会 計 補 助 金

そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

収 入 計

そ の 他

そ の 他

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

基 本 給

退 職 給 付 費

そ の 他

経 費

動 力 費

修 繕 費

支 払 利 息

そ の 他

流 動 負 債

支 出 計

経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益

特 別 損 失

特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)

繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金

流 動 資 産
う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

う ち 建 設 改 良 費 分

う ち 一 時 借 入 金

う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ） 0%0% 0% 0%

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)

地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額
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表 5-11 投資・財政計画(資本的収支)(1/2) 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。  

（単位：千円）

年　　　　　度

区　　　　　分

１． 182,000 212,610 191,360 185,860 208,120

0 0 0 0 0

２． 0 0 0 0 0

３． 0 0 0 0 0

４． 659 0 0 0 0

５． 0 0 0 0 0

６． 21,000 0 0 20,000 10,000

７． 0 0 0 0 0

８． 0 0 0 0 0

９． 0 0 0 0 0

(A) 203,659 212,610 191,360 205,860 218,120

(B) 0 0 0 0 0

(C) 203,659 212,610 191,360 205,860 218,120

１． 399,387 319,880 305,360 305,910 335,720

32,669 32,669 32,669 32,669 32,669

２． 80,904 77,811 76,190 76,039 74,980

３． 0 0 0 0 0

４． 0 0 0 0 0

５． 0 0 0 0 0

(D) 480,291 397,691 381,550 381,949 410,700

(E) 276,632 185,081 190,190 176,089 192,580

１． 276,632 185,081 190,190 176,089 192,580

２． 0 0 0 0 0

３． 0 0 0 0 0

４． 0 0 0 0 0

(F) 276,632 185,081 190,190 176,089 192,580

0 0 0 0 0

(G) 0 0 0 0 0

(H) 999,977 1,134,775 1,249,945 1,359,766 1,492,906

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度

区　　　　　分

571,690 591,839 584,935 579,335 571,327

571,690 591,839 584,935 579,335 571,327

0 0 0 0 0

659 0 0 0 0

659 0 0 0 0

0 0 0 0 0

572,349 591,839 584,935 579,335 571,327

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

計

そ の 他

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度令和５年度

他 会 計 負 担 金

(A)のうち翌年度へ繰り越
される支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

う ち 職 員 給 与 費

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

資 本 的 収 支 分

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費
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表 5-12 投資・財政計画(資本的収支)(2/2) 

 

※端数を非表示にしている関係で合計値の異なる場合があります。 

（単位：千円）

年　　　　　度

区　　　　　分

１． 199,180 209,920 197,560 213,820 202,660

0 0 0 0 0

２． 0 0 0 0 0

３． 0 0 0 0 0

４． 0 0 0 0 0

５． 0 0 0 0 0

６． 0 20,000 10,000 0 20,000

７． 0 0 0 0 0

８． 0 0 0 0 0

９． 0 0 0 0 0

(A) 199,180 229,920 207,560 213,820 222,660

(B) 0 0 0 0 0

(C) 199,180 229,920 207,560 213,820 222,660

１． 308,330 350,020 316,360 335,170 336,710

32,669 32,669 32,669 32,669 32,669

２． 73,749 79,690 84,047 88,828 92,959

３． 0 0 0 0 0

４． 0 0 0 0 0

５． 0 0 0 0 0

(D) 382,079 429,710 400,407 423,998 429,669

(E) 182,899 199,790 192,847 210,178 207,009

１． 182,899 199,790 192,847 210,178 207,009

２． 0 0 0 0 0

３． 0 0 0 0 0

４． 0 0 0 0 0

(F) 182,899 199,790 192,847 210,178 207,009

0 0 0 0 0

(G) 0 0 0 0 0

(H) 1,618,337 1,748,567 1,862,080 1,987,072 2,096,773

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度

区　　　　　分

557,199 544,056 530,806 516,817 503,092

557,199 544,056 530,806 516,817 503,092

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

557,199 544,056 530,806 516,817 503,092

令和１４年度

令和１４年度

令和１３年度

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

計

そ の 他

令和１０年度 令和１２年度

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

令和１１年度

う ち 基 準 内 繰 入 金

他 会 計 負 担 金

(A)のうち翌年度へ繰り越
される支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

う ち 職 員 給 与 費

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

令和１２年度

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

資 本 的 収 支 分

令和１３年度

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

令和１０年度 令和１１年度

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費
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第6章 今後の事業の進め方 
 

本計画では、令和 5(2023)年度から令和 22(2040)年度までの計画期間を、短期(令和 5(2023)

～令和 8(2026)年度まで)、中期(令和 9(2027)～令和 12(2030)年度まで)、長期(令和 13(2031)

～令和 22(2040)年度まで)に区分し、各期間において必要とされる事業を実施します 

(図 6-1)。 

 

 

 

図 6-1 実施事業の進め方 
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6.1. 短期計画(令和 5(2023)～8(2026)年度) 

 

短期計画期間(令和 5(2023)～令和 8(2026)年度)では、これまで取り組んできた管路施設の

点検・調査、修繕・改築、施設の耐震化、雨水浸透ますの設置等を継続し、さらに促進すると

ともに、雨水管理総合計画の策定、雨天時浸入水対策等にも新たに取り組みます(表 6-1)。 

 

表 6-1 短期計画における実施事業 
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6.2. 中期計画(令和 9(2027)～12(2030)年度) 

 

中期計画では、短期計画より継続される事業を実施していきます(表 6-2)。 

 

表 6-2 中期計画における実施事業 
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6.3. 長期計画(令和 13(2031)～22(2040)年度) 

 

長期計画では、中期計画より継続される事業を実施していきます(表 6-3)。 

 

表 6-3 長期計画における実施事業 

 



 

 

83 

第7章 参考資料 

 

7.1. 小金井市公共下水道事業の上位計画 

7.1.1. 多摩川・荒川等流域別下水道整備総合計画 

 

多摩川・荒川等流域別下水道整備総合計画(以降、「多摩川・荒川等流総計画」という。)は、

多摩川と荒川の河川水系別に水質環境基準を達成・維持するために、効果的な下水道整備の

あり方を示した下水道の基本計画です。 

「多摩川・荒川等流総計画」は、当初計画が昭和 55(1980)年度に承認され、その後、平成

9(1997)年度に変更されています。そして、平成 17(2005)年度に下水道法が改正されたことを

受けて平成 21(2009)年度に再度変更されています。 

 

 

 

7.1.2. 流域下水道計画 

 

東京都では、「多摩川・荒川等流総計画」との整合を図り、多摩地域における河川水域の水

質環境基準を達成すべく、流域下水道計画を策定しています。 

多摩地域において流域下水道事業が着手されたのは昭和 43(1968)年度であり、それまで多

摩地域の下水道は一部の市で整備されていただけでしたが、この流域下水道の建設により、

本格的な下水道事業が実施されることになりました。 

現在は、「多摩川・荒川等流総計画」を上位計画とし、各処理区の整備は、この計画と整合

を図りながら進められています(表 7-1)。 

 

表 7-1 小金井市を含む流域下水道処理区 

No. 流  域 処 理 区 名 

１ 多摩川流域 野川処理区及び北多摩 1号処理区 

２ 荒川右岸東京流域 荒川右岸処理区 

 

 

 

 

  

本市は、全域が多摩川水系に属しており、本市の下水道事業は「多摩川・

荒川等流総計画」との整合を図りながら進められています。 
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表 7-2 多摩地域における流域下水道計画一覧表 

(□は水再生センター所在地を示します。) 

流域名 
処理 

区名 

計画 

処理 

人口 

(千人) 

計画 

処理 

面積 

(ha) 

計画 

汚水量 

(千 m3/日) 

ポンプ 

所 

(か所) 

水再生センター 

関係市町村 
か所 名称 

多摩川 

流域 

野川 585 5,475 298   

区部 

森ケ崎 

水処理 

センター 

三鷹市、武蔵野市、 

府中市、小金井市、 

調布市、狛江市 

(6 市) 

北多摩 

一号 
489 5,124 276  1 

北多摩 

一号 

府中市、国分寺市、 

立川市、小金井市、 

小平市、東村山市 

(6 市) 

北多摩 

二号 
230 2,744 123  1 

北多摩 

二号 

国立市、国分寺市、 

立川市(3 市) 

多摩川 

上流 
439 9,349 248 1 1 

多摩川 

上流 

昭島市、青梅市、 

福生市、立川市、 

羽村市、奥多摩町、 

武蔵村山市、 

瑞穂町(6 市 2 町) 

南多摩 360 5,900 164 1 1 南多摩 

稲城市、八王子市、 

日野市、町田市、 

多摩市(5 市) 

浅川 263 3,902 117  1 浅川 
日野市、八王子市、 

町田市(3 市) 

八王子 447 8,546 232  1 八王子 

八王子市、昭島市、 

日野市、羽村市、 

檜原村、日の出町、 

あきる野市 

(5 市 1 町 1 村) 

多摩川流域計 2,813 41,040 1,458 2 6 か所 22 市 3 町 1 村 

荒川 

右岸 

東京 

荒川 

右岸 
684 8,042 320  1 清瀬 

清瀬市、武蔵野市、 

小平市、東村山市、 

小金井市、西東京市 

東久留米市、 

武蔵村山市(9 市) 

総計 3,497 49,082 1,778 2 7 か所 31 市 3 町 1 村 

※単独処理区(立川錦町処理区、三鷹東部処理区)の区域を含む 

(令和 2(2020)年度 東京都下水道事業年報より) 
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7.2. 小金井市公共下水道事業の関連計画 

 

表 7-3 下水道事業に関する各種計画 

No. 関 連 計 画 概     要 

1 新下水道ビジョン 

国土交通省が平成 26(2014)年に策定した下水道の政策体系を示したビジョン

です。 

国内外の社会経済情勢の変化等を踏まえ、下水道の使命、長期ビジョン、およ

び、長期ビジョンを実現するための中期計画が掲示されています。 

2 
第 5 次 

小金井市基本構想 

本市の行政施策の最上位計画にあたる基本構想の施策大綱を具体化・体系化し

た計画です。現在は、第 5 次基本構想(令和 3(2021)年度～令和 12(2030)年度)

の前期 5 年間(令和 3(2021)年度～令和 7(2025)年度)に該当します。 

3 
小金井市 

公共下水道プラン 

本計画の前身となる、下水道の総合計画です。「未来に繋げる水環境」を基本

理念とし、下水道の現状の課題とともに、今後 20 年間の下水道施設の運用計

画を短期、中期および長期に分け、主な施策を示しています。 

4 
小金井市 

環境基本計画 

「小金井市環境基本条例」に掲げられた理念の実現を目指して、行政・市民・

事業者等が共同で様々な取組や施策を推進するために策定されました。 

同条例によって、施策の策定や実施に当たっては、環境基本計画との整合を図

るものとされています。 

5 
小金井市 

環境保全実施計画 

「小金井市環境基本計画」に示される基本計画について、行政が短期的・中期

的にどのように実施していくかを具体的に示し、優先して取り組む施策の指針

として策定されました。「小金井市環境行動指針」と同様に各基本目標につい

ての取組の方向性や具体的な行動内容、担当部局等が整理されています。 

6 
小金井市 

地域防災計画 

災害対策基本法(昭和 36 年法律第 223 号)第 42 条の規程に基づき、小金井市防

災会議が策定した計画です。市、都および東京都関係機関並びに防災関係機関

がその有する全機能を有効に発揮して、市内の地域において地震を中心とした

災害の予防対策、復旧対策および復興を実施することにより、市民の生命、財

産を保護し、その実現を図ることを目的としています。 

7 

小金井市 

下水道事業 

業務継続計画 

大規模な災害、事故、事件等で職員、庁舎、設備等が相当な被害を受けたと

き、優先して実施すべき業務を中断させず、機能の早期復旧を図るために策定

されました。下水道施設は市民生活にとって重要なライフラインであるため、

災害時にもその機能を維持または早期回復することを目的としています。 

8 
小金井市下水道 

総合地震対策計画 

小金井市の下水道施設の耐震化の優先度・実施スケジュールを示した計画で

す。地形や地質、重要幹線等を総合的に判断して決定した優先度をもとに、耐

震化の実施スケジュールを計画しています。 

9 

小金井市 

公共下水道事業 

ストック 

マネジメント計画 

過年度に策定された「下水道長寿命化基本計画」、「公共下水道長寿命化第 1

期事業計画策定支援委託」の内容を踏襲し、施設の老朽化による破損、水質悪

化等のリスクを回避するため、施設の点検・調査による健全性の把握および健

全性に応じた施設の修繕・改築による機能の維持・向上を目的としたもので

す。 

10 
小金井市 

下水道条例 

昭和 44(1969)年に策定された小金井市の下水道に関する条例です。 

都市の健全な発達、市民の環境衛生の向上および、公共用水域の水質保全に資

することを目的としています。 

11 

小金井都市計画 

下水道事業受益者 

負担に関する条例 

昭和 47(1972)年に策定された小金井市の下水道事業に要する費用の一部に充

てる受益者負担金に関する条例です。公共下水道の排水区域内の土地所有者に

対する負担金等の決まりを示しています。 

12 

多摩地域における 

下水道管路施設の 

災害復旧支援に 

関する協定 

平成 29(2017)年に下水道法第 15 条の 2 の規程に基づき、東京都下水道局、多

摩地域の市町村、民間事業者である公益財団法人東京都市づくり公社と下水道

メンテナンス協同組合とで締結された協定です。 

地震等の災害により多摩地域の市町村が管理する公共下水道管路施設が被災し

た際に、速やかに復旧を図ることを目的としています。 
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7.3. 用語解説 

【出典：下水道用語集 ―2000 年版― (株)日本下水道協会 他】 

 

表 7-4 用語解説(1/6) 

No. 用  語 解   説 

 【あ】  

1 ICT 

情報通信技術(Information and Communication Technology)の略称。 

デジタル化された情報の通信技術であり、ビッグデータ、ソーシャルメ

ディア等のサービスやビジネスに活用されるコンピューター技術。 

2 維持管理 
装置、施設、システムを意図のとおりに機能させ、連続して信頼ができ

るように保つ体系的な作業のこと。運転管理ともいう。 

3 雨水 降水によって流域から生じる表面水。 

4 雨水浸透施設 

雨水を地下に浸透させる施設。透水性舗装、雨水浸透ます、雨水浸透

管、雨水浸透側溝等がある。 

下水道管路施設への雨水流入量削減を目的とする。 

5 雨水浸透ます 
雨水ますの底部に穴を開け、その周囲に砂利を敷き並べ、そこから雨水

を地下に浸透させるもの。 

6 雨水吐き室 

合流式下水道において、雨天時にある一定量までは遮集管を経て、下水

処理場へ、一定量以上は分水し、直接、河川等の水域に、放流するため

の雨水越流ぜき等の施設。 

7 営業外収益 企業が本業以外の活動を行うことで発生する収益のこと。 

8 営業収益 企業がおもな営業活動を行うことで発生する収益のこと。 

9 AI 
一般に、人工知能と呼ばれる。人間の意思決定能力や問題解決能力をコ

ンピューターや機械を用いて代行する技術。 

10 液状化 

地震時に地下水の影響により、地中構造物の浮上や構造物の沈下、傾斜

等が発生する現象。 

埋立地等では、液状化した地盤が水平に移動する現象が発生し、下水道

施設に甚大な被害を生じさせることがある。 

11 SNS 
個人間の社会的なネットワークの構築を支援する、インターネット上の

サービスのこと。 

12 SDGs 

持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals)の略称。 

2015年に国連サミットで採択された、2030年までに持続可能で、よりよ

い世界を目指す国際目標のこと。 

13 枝線管きょ 管路施設の中で、幹線管きょに接続される小口径管きょ。 

14 
桜水 

(おうすい)くん 

市下水道事業のイメージキャラクター。 

下水道が処理をする「汚(お)水」と「雨(う)水」を「桜(おう)」に置き

換えることで、小金井桜とのイメージを重ねている。 

15 汚水 
一般家庭、事業所、事業場(耕作の事業を除く)、工場等から生活、営業

ならびに生産活動によって排出される排水。 

16 汚濁負荷 

汚濁物質が水系に流入することにより、水域環境や水産業、農業、レク

リエーション等に対して及ぼす悪影響。 

汚濁負荷源には点源と面源があり、家庭や工場、事業場等の特定できる

汚濁源から発生する負荷が点源負荷であり、汚濁の排出源を特定できな

い負荷を面源負荷といい、ノンポイントソース等と呼ばれる。 
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表 7-5 用語解説(2/6) 

No. 用  語 解   説 

17 汚泥 

下水処理場、浄水場、工場排水処理施設等から発生する泥状物質の総

称。汚泥の質や量は、原水の種類、処理方法、処理の程度によって異な

るが、通常、含水率が高く、有機物を含有し腐敗しやすい等の共通点を

有する。 

 【か】  

18 可とう化 
管きょまたは、管きょ接合部を弾性のある素材、形状に変更し、地震等

の振動、伸縮に対応できるようにすること。 

19 可とう管継ぎ手 
地震、液状化や温度変化等による管の伸縮、振動等を吸収する目的で用

いるたわみ可能な継ぎ手。 

20 環境負荷 人の活動や自然災害により、自然環境にマイナスの影響を及ぼすこと。 

21 幹線管きょ 
下水排除施設の骨格をなす管路、ポンプ場計画を策定するための主要な

管きょ。 

22 企業債 
地方公共団体が将来必要になる施設の建設の財源として調達されるもの

で、地方債のこと。 

23 きょう雑物 下水に含まれる固形物で、管路施設内の堆積物の原因となる物質。 

24 行政面積 国や地方公共団体が施政・統治する区域の面積。 

25 供用開始 
下水道の使用を開始すること。公共下水道管理者は、処理区域等所定の

事項を公示し、関連図書を住民の縦覧に供さなくてはならない。 

26 計画降雨 

計画上対象となる降雨。既往最大降雨量が採用されることもあるが、最

近は社会的要請の度合を確率で表し、これに対応するものとして確率降

雨量を計算する方法が採用されている。 

27 下水道 

下水を排除するために設けられる排水管、排水きょその他の排水施設(か

んがい排水施設を除く)、これに接続して下水を処理するために設けられ

る処理施設(し尿浄化槽を除く)、またはこれらの施設を補完するために

設けられるポンプ施設その他の施設の総体のこと。 

28 下水道使用料 
下水道の維持管理費等の経費に充てるため、下水道管理者が条例に基づ

き使用者から徴収する使用料。水量や水質に応じて徴収される。 

29 下水道台帳 
下水道法で、その作成と保管が義務付けられた管路施設、ポンプ場施

設、処理場施設の位置、構造、仕様等および設置時期を記載した台帳。 

30 下水道法 

流域別下水道整備総合計画の策定に関する事項ならびに公共下水道、流

域下水道および都市下水路の設置、その他の管理の基準等を定めて、下

水道の整備を図り、もって都市の健全な発達および公衆衛生の、向上に

寄与し、あわせて公共用水域の水質の保全を目的とした法律。 

31 減価償却 
固定資産は使用によってその経済的価値を減少していくため、この減少

額を毎事業年度の費用として配分すること。 

32 減災 事前の取組により、災害による被害をできるだけ小さくすること。 

33 公共下水道 

主に市街地における下水を排除し、または処理するために、地方公共団

体が管理する下水道で、終末処理場を有するもの。 

または、流域下水道に接続するものであり、かつ、汚水を排除すべき排

水施設の相当部分が暗きょである構造のものをいう。 
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表 7-6 用語解説(3/6) 

No. 用  語 解   説 

34 公共用水域 

水質汚濁防止法で、「河川、湖沼、港湾、沿岸海域、その他公共の用に

供される水域、およびこれに接続する公共溝きょ、かんがい(潅漑)用水

路、その他公共の用に供される水路」と規定された水域。 

下水道では、公共下水道の雨水きょならびに都市下水路等が該当する。 

35 公衆衛生 

国民の健康を保持、増進させるため実施される組織的な衛生活動。 

内容は伝染病予防、成人病対策、し尿ごみ処理、食品衛生、労働衛生等

であり、下水道事業は環境衛生や伝染病予防分野において、重要な一分

野となっている。 

36 
洪水 

ハザードマップ 

洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、洪水予報等の伝達方

法、避難場所その他必要な事項を記載した地図。 

37 合流式下水道 

汚水および雨水を同一の管路施設で排除し処理する方式。 

合流式下水道では、分流式に比べ管路施設の建設が容易な反面、雨天時

に公共用水域へ未処理で排出される放流負荷量の削減が課題である。 

38 国庫補助金 
国から都道府県、市町村に対して交付される奨励的または財政援助的補

助金。広義には、国庫負担金を含める場合もある。 

 【さ】  

39 財政計画 

事業計画期間に必要な事業費(建設費および維持管理費)を算定し、その

財源を明らかにして、年次別の建設および維持管理計画を立案するこ

と。 

40 事業計画 

全体計画に定められた計画を実施するための年次ごとに定められた計画

のこと。事業計画期間(通常 5～10年)に財政、執行能力等の点で実現可

能な計画を策定する。 

41 シミュレーション 

システムや現象をモデル化し、電子計算機等を使って仮想的に実験する

こと。実体による実験が不可能であったり、危険を伴ったり、著しく費

用がかかったりする場合に行われる。 

42 石神井川 小平市に端を発し、隅田川に合流する延長 25.2kmの一級河川。 

43 集中豪雨 
激しい雨が数時間にわたって降り続き、狭い地域に数百 mmの総雨量とな

る降雨。 

44 受益者負担 
公共事業の実施により著しい利益を受ける者に対して、その受ける利益

の限度において事業費の一部を負担させること。 

45 上位計画 

計画の策定に際し、適合または計画に織込む必要のある高次の計画。 

下水道においては、個別の下水道計画に対して流域別下水道整備総合計

画がこれにあたり、この他都道府県の総合開発計画等も該当する。 

46 処理人口 
処理区域内の行政人口。欧米の概念では、下水道管路施設への接続人口

を意味し、行政人口とは必ずしも一致しない。 

47 処理水 
下水処理場等の水処理過程において処理された下水のこと。 

一次処理水、二次処理水および高度処理水がある。 

48 浸水 

大雨により地域、家屋等が水につかる現象で、地域については、その面

積、家屋については床上、床下の浸水戸数で表現する。 

道路等では冠水という。 

49 浸水予想区域 

想定し得る最大規模の降雨により当該河川が氾濫した場合、浸水が想定

される区域。 

国土交通省および都道府県では、指定の区域および浸水した場合に想定

される水深等を洪水浸水想定区域図として公表している。 

50 浸透トレンチ 

雨水浸透を目的として、浸透管(有孔管、ポーラスコンクリート管等)と 

その周囲の充填材から構成される構造物およびこれと同等のものをい

う。 

  



 

 

89 

表 7-7 用語解説(4/6) 

No. 用  語 解   説 

51 浸入水 
下水管きょ内に、下水以外の地下水、雨水等、管きょの継ぎ手部、マン

ホールの蓋穴、ます等から浸入してくる水。 

52 水質汚濁防止法 

公共用水域および地下水の水質汚濁防止を図るため、事業場等からの排

水規制、総量規制および地下浸透規制等を定めた法律(1970年法律第 138

号)。下水道終末処理場も排水規制等の対象とされている。 

53 水質保全 

環境保全のうち、水質に関わるもの。 

人間の産業活動や事業活動により排出される汚染物質を規制、抑制し、

水質の汚染を防止することにより、水質の将来的な維持を行うこと。 

54 スクリーン 
下水中の浮遊性のきょう雑物を除去するもので、放流水域の汚濁防止、

ポンプ等の保護および処理過程を円滑にするために設置するもの。 

55 
ストック 

マネジメント 

インフラ設備の役割を踏まえ、持続可能なインフラ事業の実施を図るた

め、膨大な施設の状況を客観的に把握、評価し、長期的な施設の状態を

予測しながら、インフラ施設を計画的かつ効率的に管理すること。 

56 整備率 下水道整備済みの区域内で実際に下水道へ接続した人口の割合。 

57 ソフト対策 

浸水時や地震時における被害の最小化に向けて住民を支援する対策。 

市街予想地域と避難所等を示したハザードマップの公開やリアルタイム

での降雨情報提供等がある。 

 【た】  

58 耐震基準 

想定される地震動に対して、必要な耐震性能を確保する必要がある。 

耐震性能は設定地震動のレベルに応じて設定され、供用期間内に 1～2度

発生する確率がある「レベル 1地震動」や、大規模なプレート境界型地

震や直下型地震による地震動のように、供用期間中に発生する確率は低

いが大きな強度を持つ「レベル 2地震動」を想定した対策が行われる。 

59 耐震診断 
構造物が想定規模の地震に対して安全であるか否かを判定するために、

行う調査、解析、および評価等の作業の総称。 

60 耐震設計 

各種の(下水道)施設について、それぞれの機能特性、構造特性、地盤特

性等に応じて耐震性能を向上させるために行う設計の総称。 

免震構造を含む構造計画、耐震計算、構造材および仕上材の選定、二次

災害防止計画等の一連の設計をいう。 

61 玉川上水 
羽村市で多摩川の水を取り入れ、新宿区四谷にあった四谷大木戸まで、

全長約 43キロにわたって掘られた、設置当時は素掘りの上水路。 

62 多摩川流域 
山梨県甲州市に端を発し、東京湾に注ぐ、幹川流路延長 138km、流域面

積 1,240km²の一級河川および、その流域。 

63 地下水 
地下に存在する水を指す。 

地中の土砂や岩石の間隙に存在する水。 

64 地球温暖化 

人間の活動により二酸化炭素等の温室効果ガスが大気中に蓄積すること

により生じる気温の上昇や降水量の変化等の気象変化。 

国際的な取組として、気候変動に関する政府間パネルの設置、気候変動

防止枠組条約の締結等が行われている。 

65 地方公営企業法 

地方公共団体の経営に関する事務を処理する地方自治法の規定により、

一部事務組合および広域連合に関する特例を定め、地方自治の発達に資

することを目的とした法律。 

66 地方債 地方公共団体が資金調達のために借り入れることによる債務。 
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表 7-8 用語解説(5/6) 

No. 用  語 解   説 

67 長寿命化 

調査、修繕等の維持管理を適切に実施し、下水道施設の耐用年数を延ば

して、施設の改築・更新に要するライフサイクルコストを縮減するこ

と。 

68 
東京都 

流域下水道幹線 

東京都下水道局が設置・管理する、市町村の枠を超え、広域的かつ効率

的な下水の排除、処理を目的とした下水道管路。 

69 都市型水害 

都市化の進展により、流域の土地利用形態が変化し、浸透域が減少する

ことによって、雨水のピーク流出量の増大や流出形態の尖鋭化等により

発生する水害。 

 【な】  

70 内水 
河川の堤防内の土地や建物、住宅地等に降った雨水。浸水の原因になる

場合の呼称。 

71 内水氾濫 
急激な豪雨が発生し、雨量が下水道等の排水能力を超えたとき、道路等

が冠水する現象。 

72 野川 国分寺市に端を発し、多摩川に合流する延長 20.5kmの一級河川。 

 【は】  

73 排水区域 公共下水道により雨水を排除することができる区域。 

74 排水設備 

下水を公共下水道に流出させるために必要な排水管、その他の排水施設

で、土地、建物等の所有者および管理者が設置するもの。 

排水設備の設置、構造については下水道法の政令でその技術上の基準が

定められている。 

75 吐口 下水道施設から処理水や雨水を公共用水域に放流する放流口等の施設。 

76 PFI 

「Private Finance Initiative」の略称。 

公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力および技

術的能力を活用して行う手法。 

77 
BOD(生物化学的 

酸素要求量) 

溶存酸素の存在のもとで、有機物が生物学的に分解され安定化するため

に要する酸素量のこと。水の汚れ具合を表す指標の一つである。 

78 
ヒートアイランド 

現象 

都市部において、人口や経済活動が集中して、エネルギー消費増加に伴

う排熱の増加や、大気汚染による放射赤外線の減少により、都市内の気

温が郊外に比べ上昇すること。 

79 PPP 

官民連携(Public Private Partnership)の略称。 

公共施設等の建設、維持管理、運営等を行政と民間が連携して行うこと

により、民間の創意工夫等を活用し、財政資金の効率的使用や行政の効

率化等を図る考え。 

80 ビルピット排水槽 

ビルの地下等に設置される排水槽。主にトイレ排水を貯留する汚水槽

と、ちゅう(厨)房排水等を貯留する雑排水槽、両者を貯留する合併槽が

ある。 

81 浮上抑制対策 
地盤の液状化により、マンホール等の地下埋設物が地上に浮上するのを

防止・抑制するための対策。 

82 腐食 
材料が、生物学的原因、物理的原因、化学的原因等によって、腐った

り、さびたりして形がくずれること。 
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表 7-9 用語解説(6/6) 

No. 用  語 解   説 

83 伏越し 

管きょが河川や運河、軌道、道路等の大きな障害物と交差しなければな

らない場合、その布設位置をこれらの底部以下にまで下げて U字形に横

断すること。障害物の前後に立坑を設置し、川底をシールドや推進工法

で横断する例が代表的である。 

84 分流式下水道 

汚水と雨水とを別々の管路系統で排除する方式。 

分流式は、汚水のみを処理場に導く方式であるため、雨天時に汚水を公

共用水域に放流することがなく、水質汚濁防止上有利である。また、在

来の雨水排除施設の比較的整備されている地域では、それらの施設を有

効に利用することができるため経済的に下水道の普及を進めることがで

きる。 

85 放流回数 
合流式下水道において、一定以上の降雨時に未処理下水の一部を河川等

にそのまま放流する、その回数。 

 【ま】  

86 マスタープラン 

都市計画マスタープランの略称。 

基本構想に従い、将来の都市の見通しや目標を明らかにし、その都市の

あるべき姿を定めたもの。 

87 マンホール 

下水管きょの清掃、換気、点検、採水等を目的として設けられる施設。 

一般に下水管きょが合流する箇所、こう(勾)配、管径の変化する箇所な

らびに維持管理上必要な箇所に設ける。 

88 
マンホールカー

ド 

マンホール蓋のコレクションアイテムで、マンホール蓋を管理する団体

と GKP(下水道広報プラットホーム)が共同で作成したカード型のパンフ

レット。 

89 
マンホールトイ

レ 

下水道管路にあるマンホールの上に簡易な便座やパネルまたはテントを

設け、災害時において迅速にトイレ機能を確保する設備。 

90 

下水処理場 

(水再生センタ

ー) 

下水道の汚水を浄化し、河川、湖沼または海へ放流する施設。 

東京都内にある下水処理場は「水再生センター」と呼称。 

91 民間委託 国や地方公共団体の事業を民間の企業や人々に委託すること。 

 【や】  

92 有収水量 
下水道においては、処理した汚水のうち下水道使用料の対象となる水量

を表す。 

93 有収率 処理した汚水量のうち、有収水量の割合。 

94 予防保全 
施設の維持管理対策として、あらかじめ予測できることを未然に防ぎ、

保護するため、その方策の調査、研究を実践し、安全を確保する考え。 

 【ら】  

95 

流域別下水道整

備総合計画 

(流総計画) 

水質環境基準の類型指定が行われている水域に対して、下水道法に基づ

いて、都道府県が策定する下水道整備に関する総合的な基本計画。 

個別の下水道計画の上位計画となるもので、水利用計画、河川計画等の

関係機関と調整し、関係自治体の意見を聞いて計画案を策定し、国土交

通大臣の承認を受けることとなっている。 

96 流出係数 

降雨量に対する水路、管路施設等に流出する雨水量の比率。 

下水道では用途地域別に、工種別基礎流出係数と土地利用を勘案して算

出される「総括流出係数」と同義に使用される。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 小金井市 

 〒184-8504 東京都小金井市本町 6丁目 6番 3号 

編集 小金井市環境部下水道課 

電話：042-387-9828 

  

 

 

2023年５月 

小金井市下水道総合計画                                            令和 5 年 3 月 



 

 

 

 


